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はじめに

このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。

この取扱説明書は、 自走ロールベーラの取扱方法と使用上の註意事項について記載しており ま

す。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知する までお読みのうえ、正しくお取り扱いただ

き最良の状態でご使用ください。

.お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。

・製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。

.この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売庖または当社に

ご注文ください。

.本書は、BE蓮司阻・巨匠蓮司闘として、製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載して

おり ます0

.なお、品質 ・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあり ます。

その際には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合がございますので、あらかじめ

ご了承ください。

.ご不明な点やお気付の点がございましたら、お買い上げの販売庖または当社にご相談くださ

し、。

A警告サイン
A印付きの下記マークは安全上、特に重要な別ですので、よく読んで
必ずお守りください。

A危険
その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる

ものを示します。

A警 その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ
-t包 ~一一一一~…一一一一一一~…一一一一一一一一言冨1:1 空畏金玄室与婁芝ε

A注意
その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示

します。
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 ◆ 商品の使用にあたって

お買い上げいただきました自走ロールベーラの型式・製造番号を、機体に貼付してあります銘板で確認してください。

 ◆ 銘板の位置

型式名・製造番号

エンジン型式・エンジン製造番号

TKSR00020101

型式と装備内容について
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1. 使用上のポイント
1.1 使用上のご注意

この自走ロールベーラを正しく御使用になるために、必要な情報が記載されています。

この自走ロールベーラを正しくお使いいただくために、ここで説明する注意事項をよく読んで理解し、正しく活用

してください。

1.1.1 本機を使用するにあたって

警
告

こんなときは、運転をしないでください。
 ● 16歳未満の人
 ● 飲酒したとき
 ●  過労・病気・薬物の影響、その他の理由に
より正常な運転ができないとき
 ● 妊娠しているとき
 ● 取扱説明書を熟知していない人
※  守らないと、誤操作しやすく、傷害事故を
引き起こすおそれがあります。

作業に適した服装をしてください。
はち巻き・首巻き・腰タオルは厳禁です。
ヘルメット・滑り止めのついた靴を着用し、作
業に適した防護具等を付けて、だぶつきのない
服装をしてください。
※  守らないと、本機に巻き込まれたり、すべっ
て転倒し、傷害事故を引き起こすおそれが
あります。

本機に運転者以外は、乗せないでください。
本機の乗車定員は、1名です。
運転者以外は、乗車させないでください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

使用目的以外への使用禁止。
本機は、稲わら・麦わらのロールベール梱包を
目的として作られた機械です。
他の目的以外で、本機を使用しないでください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

本機を改造しないでください。
純正部品や指定以外の部品を取り付けたり、本
機を改造しないでください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

本機を貸すときは、正しい使い方を指導してく
ださい。
取り扱いの方法をよく説明し、使用前に「取扱
説明書」を、必ず、読むように指導してください。
※  守らないと、借りた人が機械の運転に不慣
れなため、傷害事故を引き起こすおそれが
あります。
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1.1.2 作業をする前に

危
険

燃料補給は、エンジンを停止し、エンジンが冷
えてから行ってください。
くわえタバコやマッチ・ライターなどの裸火照
明は、絶対にしないでください。
※  守らないと、燃料に引火し、やけどや火災
の原因になります。

閉め切った屋内などでは、エンジンを始動しな
いでください。
エンジンは、風通しのよい屋外で始動してくだ
さい。やむを得ず屋内で始動する場合は、十分
に換気をしてください。
※  守らないと、排気ガスによる一酸化炭素中
毒を起こし、重大な傷害を受けるおそれが
あります。

本機を常にきれいにしてください。
エンジン・マフラ・ベルトカバー・バッテリな
どにたまっている枯草などを、きれいに取り除
いてください。
※  守らないと、おもわぬ火災の原因となります。

警
告

注油・給油をするときは、必ず、エンジンやそ
の他の駆動部が、完全に停止してから行ってく
ださい。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

こぼれた燃料は、拭き取ってください。
燃料を補給したときは、燃料キャップを確実に
締め、こぼれた燃料はきれいに拭き取ってくだ
さい。
※  守らないと、おもわぬ火災の原因となります。

駐車ブレーキの効きや各レバー類の作動点検を
行う
駐車ブレーキの効き具合や、各レバー類に著し
いガタや遊びがないか点検し、ガタがある場合
は、必要な処置をしてください。
※  守らないと、正常な走行ができず、傷害事故、
機械の破損を引き起こすおそれがあります。

始業時・終了時は、必ず、点検・整備を行って
ください。
※  守らないと、傷害事故や、機械の故障を引
き起こすおそれがあります。

無理・無駄のない、ゆとりある作業計画をたて
てください。
※  守らないと、あせり等から傷害事故を引き
起こすおそれがあります。
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1.1.3 走行する場合には

警
告

運転者は、運転席に座って運転してください。
※  守らないと、転落し、傷害事故を引き起こす
おそれがあります。

運転席には、運転者以外は乗せないでください。
また、機体の上には、いかなる場合も、絶対に
人は乗せないでください。
※  守らないと、転落し、傷害事故を引き起こす
おそれがあります。

エンジンを始動するときは、各レバーを「切」
位置にし、主変速レバーを「中立」位置にして、
周囲の人に合図をして、安全を確かめてから、
エンジンを始動してください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれが
あります。

寒冷時には必ず暖気運転を行う
寒冷時に運転する場合は、エンジンを始動して
から暖気運転（10～ 15分）を必ず行ってくだ
さい。
※  守らないと、駐車ブレーキワイヤーなどが凍
結していると、誤作動する可能性があります。

スピードの出し過ぎや、急な発進・停止・旋回
は事故の原因となるだけではなく、本機の寿命
を縮めますので、行なわないでください。
また、起伏の多いほ場や傾斜地は、危険ですの
で、作業スピードを極力低くして、作業を行なっ
てください。
※  守らないと、衝突・転倒・転落などの傷害事
故を引き起こすおそれがあります。

非常の場合を除いて、通行中や作業中の自走ロー
ルベーラに飛び乗ったり、飛び降りたりしない
でください。
※  守らないと、転落し、傷害事故を引き起こす
おそれがあります。

農道では、路肩に注意してください。
側溝のある農道や、両側が傾斜している農道を
走行するときには、速度を落として十分注意し
て走行してください。
※  守らないと、路肩が崩れて、転倒・転落し、
傷害事故を引き起こすおそれがあります。

あぜを横断するときは、回転部を止めて、低速で、
あぜと直角にゆっくり走行してください。
あぜの高さが高いところ（段差が10㎝以上）で
のほ場の出入りでは、必ず、アユミ板を使用し
てください。
※  守らないと、バランスがくずれて転倒し、傷
害事故を引き起こすおそれがあります。
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警
告

溝を横断したり軟弱な場所を通るときは、スリッ
プや転倒事故を防ぐために、幅・長さ・強度が
十分あり、すべり止めのある、基準に合ったア
ユミ板を使用し、最低速度で通過してください。
※  守らないと、バランスがくずれて転倒し、傷
害事故を引き起こすおそれがあります。

1.1.4 運搬時の注意事項

警
告

本機で、公道走行をすることはできません。
 ●  本機で公道を走行すると、道路運送車輌法
に違反します。
 ●  公道を移動するときは、トラックなどで運
送してください。

※  守らないと、法令により処罰されます。
本機の積み・降ろし時、トラックが動かないよ
うに、平坦な場所でエンジンを止めて、変速を
「低速」位置にして、駐車ブレーキをかけ、車止
めをしてください。
※  守らないと、積み・降ろし時、トラックが
動いて転落し、傷害事故を引き起こすおそ
れがあります。

本機の積み・降ろしは、長さ・強度・幅の十分
あるアユミ板を使用してください。アユミ板は
丈夫ですべり止めのある、基準に合ったものを
使ってください。
※  守らないと、アユミ板が折れて転倒し、傷
害事故を引き起こすおそれがあります。

本機の積み・降ろし時は、誘導者を付け、周囲
の状況を十分に確認してください。本機の周辺
には、絶対に立たないでください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

本機の積み・降ろし途中では、パワーステアリ
ングレバーや副変速の操作、進路変更をしない
でください。
※  守らないと、バランスがくずれて、転倒し、
傷害事故を引き起こすおそれがあります。

トラック等で運搬するときは、必ず、本機に駐
車ブレーキをかけ、強度が十分にあるロープで、
荷台に確実に固定してください。
また、運搬中は不用意な急発進・急旋回・急ブレー
キをしないでください。
※  守らないと、自走ロールベーラが動き出し、
転落し、傷害事故を引き起こすおそれがあ
ります。



1. 使用上のポイント

11

警
告

自動車等で運搬するときは、外装カバーの取付
を確実に行ってください。
また取扱説明書の「自動車等への積み・降ろし
のしかた」を遵守してください。
※  守らないと、障害事故の原因になります。

1.1.5 作業中は

危
険

作業中は、回りの人に注意（特に子供）してく
ださい。
作業中は、作業者以外の人を本機に近づけない
でください。
作業を開始するときは、周囲の状況を確認し、
特に補助者とともに作業するときは、ホーン等
で合図してから行ってください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

チャンバーを開けて掃除や点検等をするときは、
必ず、シリンダーストッパーを、左右共にセッ
トしてください。
※  守らないと、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

回転部や作業部、マフラ・ラジエータ・エンジ
ンなどの過熱部、バッテリ端子などの通電部に、
手や足で絶対に触れないでください。
※  守らないと、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

後進して作業をするときは、後方に障害物のな
いことを十分に確認し、本機と障害物の間に人
や、動物を挟まないようにしてください。
※  守らないと、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。

ベールの放出は、後方に人や障害物がないこと
を十分に確認して、放出距離を考慮して放出し
てください。
※  守らないと、重大な傷害を受けるおそれが
あり危険です。
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警
告

乾燥火災に、注意してください。
乾燥不十分な材料をロールベールで成形すると、
ロールベール内部からの発火により、火災が発
生する危険性があります。
ロールベール成形後2～3日間は、風通しのよ
い屋外に仮置きしたのち、屋内に収納してくだ
さい。
※  守らないと、火災につながるおそれがあり
危険です。

2人以上で作業するときは、お互いに声を掛け
合い、安全を確認しながら、作業を行なってく
ださい。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

ドアを開放したまま作業しない
※  守らないと、作業中の衝撃などにより、不
意にドアが閉まって手や身体が挟まれるお
それがあります。

自走ロールベーラを発進するときは、周囲の状況
を確認し、自走ロールベーラの近辺に人を近づけ
ないようにして、ゆっくり発進してください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

作業途中で、運転席より離れる場合やシェアボ
ルトの交換・巻き付き草などを取り除くときは、
平坦な場所に停止し、各レバーを「切」位置にし、
エンジンを止めて、駐車ブレーキを掛けてくだ
さい。
※  守らないと、思わぬ事故につながるおそれ
があります。

異常と思ったらエンジンをすぐに停止する
異常が発生したときは、すぐにエンジンを停止
し、駐車ブレーキをかけて、作業関係のレバー
を全て「切」位置にしてから点検をしてください。
※  守らないと、思わぬ破損、傷害事故になり
ます。



1. 使用上のポイント

13

警
告

傾斜地で作業をする場合は、次の事柄を必ず、
守ってください。
 ●  斜面の等高線に平行、または斜めに走行す
ると、横転する危険があります。
斜面での作業は、必ず等高線に対して直角
方向に走行してください。
 ●  傾斜地で旋回するときは、速度を落とし、
急ハンドルを切らないでください。
 ●  本機を駐車する場所は、平たんで広い地面
の硬い場所を選んでください。やむを得ず
坂道で駐車するときは、駐車ブレーキをか
け、さらに木片等で車止めをしてください。
 ●  傾斜地でのベール放出は、谷側にベールが
転がって危険です。必ず、平坦地まで移動
して、安全な場所で放出してください。

※  守らないと、横転したり、ベールに巻き込
まれる等の傷害事故を引き起こすおそれが
あります。

やむを得ず、作業が夜間に及ぶときには、あた
りが暗くなってきたら、早めに作業灯を点灯し
てください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

1.1.6 毎日の作業後は

危
険

エンジン本体、マフラ周辺、ベルトおよびプ－
リ周辺、バッテリ周辺にたまっているワラくず
は、きれいに取り除いてください。
※ 守らないと、火災の原因となります。

1.1.7 定期点検・整備について

警
告

過熱部分の点検・整備は、十分冷えてから行っ
てください。
 ●  エンジン停止後すぐに、点検・整備をしな
いでください。エンジン等の過熱部分が十
分に冷えてから行ってください。
 ●  ラジエータキャップは、エンジン運転中お
よび停止直後に開けないでください。運転
停止後、十分冷えてから注意して開けてく
ださい。

※  守らないと、熱湯が噴出してやけど等、傷
害事故の原因になります。
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警
告

カバー類は、必ず、取り付けてください。
 ●  カバー類などの防護装置を取り外す場合は、
必ず、各レバーを「切」位置にし、エンジ
ンやその他の駆動部が、完全に停止してか
ら行ってください。
 ●  取り外したカバー類は、必ず、元通りに取
り付けてください。

※  守らないと、本機に巻き込まれたりして、
傷害事故を引き起こすおそれがあります。

高圧油に、注意してください。
 ●  油圧がかかり噴出した油は、皮膚に浸透す
る程の力があり、高圧油による傷害を防止
するため、配管・ホースなどの取り出し前
には、必ず、残圧を抜いてください。
 ●  圧力をかける前に配管・ホースなどは、正
しく確実に締め付けてください。
 ●  非常に小さな穴からの油漏れは、ほとんど
目に見えないことがあります。
 ●  手で油漏れを探すことは、やめてください。
必ず、保護メガネをかけ、紙などを使用し
て調べてください。
 ●  万一、油が皮膚に浸透したときは、強度の
アレルギーを起こすおそれがあるので、す
ぐ医師の診療を受けてください。

※  守らないと、傷害事故の原因になります。
高温油に、注意してください。
 ●  高温油による障害を防止するために、作業
直後の注油やミッションのオイル交換は、
しないでください。温度が十分下がった状
態で、作業をしてください。
 ●  やけどやケガを負った場合は、速やかに医
師の診療を受けてください。

※  守らないと、やけど等、傷害事故の原因に
なります。

ナイフには、十分注意してください。
ナイフ類は、絶対に素手で触れないで、必ず、
手袋などの保護具を着用してください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。

 燃料パイプの破損や、燃料漏れがないか必ず、
点検してください。
※  守らないと、やけどや火災の原因になります。

ピックアップ部を上げて点検・整備する場合に
は、必ず、ロック装置を「ロック」位置にし、
さらにピックアップ部の下に木片、ブロック等
のしっかりした台を敷いて固定してください。
※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。
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警
告

駐車ブレーキや操作レバー・スイッチ類は、必
ず点検整備をする
駐車ブレーキや各操作レバー類に、著しいガタ
や遊びがないか点検し、ガタある場合は、必要
な処置をしてください。
※  守らないと、正常な走行ができず、傷害事故、
機械の破損を引き起こすおそれがあります。

高い場所の整備や手入れを行う場合は、脚立な
どを使用する
※  守らないと、高いところから落ちてけがを
するおそれがあります。

オイル交換時は、次の事柄に注意してください。
 ●  本機から廃液を抜く場合は、容器に受けて
ください。
 ●  地面へのたれ流しや河川、湖沼、海洋への
投棄はしないでください。
 ●  廃液、燃料、冷却水（不凍液）、冷媒、溶剤、フィ
ルタ、バッテリ、ゴム類その他の有害物を
廃棄、または焼却するときは、購入先、ま
たは産業廃棄物処理業者等に相談して、所
定の規則に従って処理してください。

※  守らないと、廃棄物をみだりに、廃却、焼
却すると環境汚染につながり、法令により
処罰されることがあります。

1年毎の定期点検・整備をしてください。
整備不良による不具合や事故を防止するため、
1年毎に定期点検・整備を受け、本機が最良の
状態で作業ができるようにしてください。
※  守らないと、傷害事故や機械の故障を引き
起こすおそれがあります。

 点検・整備・清掃をするときは、次の事柄を必ず、
お守りください。
 ●  点検・整備は明るく、地面が平たんで硬く、
広い場所を選び、ピックアップ部を地面に
降ろし、駐車ブレーキをかけ、メインスイッ
チキーを抜いて行ってください。
 ●  各レバーを「切」位置にし、エンジンやそ
の他の駆動部が、完全に停止してから行っ
てください。

※  守らないと、傷害事故を引き起こすおそれ
があります。
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1.1.8 電気配線点検時の注意事項

危
険

バッテリ、電気配線およびマフラやエンジン周
辺部のワラくず・ゴミ等は、きれいに取り除い
てください。
※ 守らないと、火災の原因になります。

配線の端子や接続部のゆるみ、および配線の損
傷は、早めに交換・修理してください。
※  守らないと、電気部品の性能を損なうだけ
でなく、ショート（短絡）・漏電し、火災・
傷害事故の原因になります。

警
告

電気配線の点検は、必ず、エンジンを停止し、
メインスイッチキーを抜いて行ってください。
※  守らないと、手や衣服を回転部に巻き込ま
れ、傷害事故を引き起こすおそれがありま
す。

接続部の点検は、メインスイッチを「切」位置
にし、バッテリの⊖コードを外して行ってくだ
さい。
※  守らないと、スパーク（火花がとぶ）・感電し、
傷害事故を引き起こすおそれがあります。
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1.1.9 格納・保管時は

危
険

長期格納するときは、本機を清掃し、回転部には
十分注油して、屋内の平坦な場所に保管してくだ
さい。
※  守らないと、火災の原因や傷害事故を引き起
こすおそれがあります。

長期格納する場合は、バッテリケーブルを取り外
してください。
取り外すときは⊖コードから取り外してくださ
い。
※  守らないと、ネズミ等がかじったりしたとき、
ケーブルがショートして発火し、火災の原因
になります。

 長期格納するときは、燃料タンクを満タンにして
サビや水の発生を防いでください。
※  守らないと、やけどや火災の原因になります。

マフラ周辺部、ベルトカバー内、バッテリ周辺に
たまっているワラくずは、きれいに取り除いてく
ださい。
※ 守らないと、火災の原因になります。

エンジンが過熱している間に、シートをかけない
でください。
※ 守らないと、火災の原因になります。

警
告

 取扱説明書に従って、定期点検を実施してくださ
い。
※  守らないと、整備中の傷害事故や整備不良に
よる傷害事故を引き起こすおそれがありま
す。

点検・整備は、適正な工具を正しく使用してくだ
さい。
また、自走ロールベーラには、点検・整備に必要
な工具類を常備してください。
※  守らないと、整備中の傷害事故や整備不良に
よる傷害事故を引き起こすおそれがありま
す。

格納時は、メインスイッチのキーを抜いてくださ
い。
※  守らないと、機械の盗難やいたずら等で重大
な事故を引き起こすおそれがあります、
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1.1.10 バッテリ取り扱い時の注意事項

危
険

バッテリの点検時に、ショートやスパークさせ
たり、タバコ等の火気を近づけないでください。
※ 守らないと、引火爆発の原因になります。

バッテリ液（電解液）は希硫酸で劇物です。
 ●  バッテリ液を身体や衣服に付けないように
してください。
 ●  もし、目・皮膚・服についたときは、直ち
に多量の水で洗ってください。なお、目に
入ったときは、水洗い後、医師の治療を受
けてください。

※  守らないと、失明ややけど等、傷害事故の
原因になります。

バッテリの吸気孔は、ふさがないでください。
※  守らないと、爆発して、やけどや火災の原
因になります。

バッテリは、充電中に可燃性ガスが発生します。
充電中は、タバコや火気を近づけないでくださ
い。
※  守らないと、引火し爆発するおそれがあり
ます。

バッテリの充電は、通風のよいところで行って
ください。
※ 守らないと、引火爆発の原因になります。

バッテリの取り付け・取り外しは、正しい手順
で行ってください。
 ●  バッテリの取り外しは⊖コードを取り外し
た後、⊕コードを取り外してください。
 ●  取り付けは⊕コードを付けた後、⊖コード
を取り付けてください。

※  守らないと、ショートやスパークして、や
けどや火災の原因になります。

バッテリの交換は、指定された型式のバッテリ
を使用してください。
 ● 65D23R
※  守らないと、ショートして、やけどや火災
の原因になります。

警
告

バッテリの脱着および点検をするときは、エン
ジンを停止し、メインスイッチキーを抜いてく
ださい。
※  守らないと、電気部品を損傷したり、傷害
事故の原因になります。
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1.1.11 ブースタケーブル使用時の注意事項

危
険

ブースタケーブルは、できるだけ通電容量の大
きいものを選んで、使用してください。
※  守らないと、ブースタケーブルが熱をもっ
たり、火災や焼損するおそれがあります。

警
告

ブースタケーブル接続前に、エンジンを停止し
てください。
※  守らないと、電気部品を損傷したり、傷害
事故を引き起こすおそれがあります。
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1.2 警告ラベルについて

• この自走ロールベーラには、正しく作業をしていただくため、警告ラベルが貼付してあります。

必ずよく読んで、これらの注意に従ってください。

•警告ラベルが破れたり、はがれたり、読めなくなった場合は、新しいラベルを注文し貼り替えてください。

•汚れた場合は、きれいに拭きとり、いつでも読めるようにしてください。

• 高圧洗浄機等で、洗車すると、警告ラベルがはがれるおそれがあります。圧力水を直接警告ラベルにかけな

いでください。

•警告ラベルが貼付してある部品を交換する場合は、同時に警告ラベルもお買いあげ先へ注文してください。

1.3 警告ラベル貼付箇所

（1）

（2） （2）

（5）（キャビン内）

（6）（キャビン内）

（3）（エンジンカバー内）

（10）（キャビン内）

（13）（エンジンカバー内）（2）（14）（15）（16） （12）（キャビン内）

（4）（キャビン内）

（11）（キャビン内）

（6）（キャビン内）

（7）（キャビン内）

（8）（キャビン内）

（9）（キャビン内）

TKSR01030001

本機右側
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（18）

（18） （19）

（17）

（2） （16）

（キャビン内）

TKSR01030002

本機左側

本機前方 本機後方
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（1） 00120-6001-050　危険

KBSR01030003

（2） 00120-6000-800　注意

KBSR01030004

（3） 1668-904-007-1　警告

KBSR01030005

（4） 3857-903-033-1　警告

（5） 00120-4500-042　注意

KBSR01030007

（6） 3680-901-008-0　注意

3680 -901 -008 -0
KBSR01030009

（7） 3801-903-075-0　注意

（8） 3680-901-017-0　注意

（9） 3823-901-001-0　注意

（10） 1668-904-002-1　注意

KBSR01030008

TKSR01030022

TKSR01030024

TKSR01030025

TKSR01030026
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（11） 1675-905-012-0　注意

（12） 00120-6001-900　警告

TKSR01030021

（13） 1668-904-005-0　警告

KBSR01030010

（14） 00130-6000-190　注意

KBSR01030012

（15） 00120-6000-430　注意

KBSR01030013

（16） 00120-6001-440　注意

KBSR01030014

（17） 00120-6001-840　警告

KBSR01030015

（18） 00120-6001-850　危険

KBSR01030016

（19） 00120-6001-780　危険

KBSR01030018

TKSR01030027
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2. 保証とサービスについて
2.1 商品の保証

この自走ロールベーラ（商品）には、『保証書』が添付されています。詳しくは保証書をご覧ください。

2.2 サービスネット

ご使用中の故障やご不審な点およびサービスに関するご用命は、お買い上げ先へお気軽にご相談ください。

その際、

（1） 型式名と製造番号

（2） エンジン型式とエンジン製造番号をあわせてご連絡ください。

2.3 銘板の位置

型式名・製造番号

エンジン型式・エンジン製造番号

TKSR00020101
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2.4 補修用部品供給年限について

• この自走ロールベーラの補修用部品の供給年限（期間）は、製造打ち切り後９年といたします。

ただし、供給年限内であっても、特殊部品につきましては、納期などについてご相談させていただく場合が

あります。

• 補修用部品の供給は、原則的には上記の供給年限で終了いたしますが、供給年限経過後であっても、部品供

給のご要請があった場合には、納期および価格についてご相談させていただきます。
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3.  各部の名称とはたらき
3.1 各部の名称
3.1.1 本機前方

2  作業灯

1 前照灯

4 ロータ

5 クロップカバー

6 ピックアップ 7 搬送ローラ 8 搬送ベルト 9 非常停止スイッチ

13 プレスバー

14 ネット装置

16 キャビンカバー前

15 キャビンカバー左

10 クローラ

11 チェンカバー

12 左サイドカバー

3 ウインカランプ

TKSR03010101

番号 名称 はたらき
1 前照灯
2 作業灯
3 ウィンカランプ（左右に各１個）
4 ロータ 材料を押さえながら搬送ベルトに供給します。
5 クロップカバー 材料が飛び散らないようにします。
6 ピックアップ 材料を拾い上げます。
7 搬送ローラ ピックアップから搬送ベルトに材料を受け渡します。
8 搬送ベルト 材料を成形室に送り込みます。
9 非常停止スイッチ 外部からエンジンを停止させます。
10 クローラ
11 チェンカバー
12 左サイドカバー
13 プレスバー 材料の搬送を補助します。
14 ネット装置 ベールの結束を行ないます。
15 キャビンカバー左
16 キャビンカバー前
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3.1.2 本機後方
1  タイトチェンテンショナー

15  ネット駆動カバー
14  ウォッシャタンク

16  成形室

2  リアチャンバー

3  作業灯／リアカメラ

4  右駆動カバー

5  テールランプ（左右に各１個） 6  燃料タンク

7  ベルトカバー

8  消火器

9  エンジンカバー

11  バックミラー
     （左右に各１個）

13  プレクリーナ 12  作業灯

10  アンテナ

17  バックランプ

TKSR03010201

番号 名称 はたらき
1 タイトチェンテンショナー タイトチェンの張りを調整します。
2 リアチャンバー 出来上がったベールを放出します。
3 作業灯／リアカメラ
4 右駆動カバー
5 テールランプ（左右に各１個）
6 燃料タンク
7 ベルトカバー
8 消火器
9 エンジンカバー
10 アンテナ
11 バックミラー（左右に各１個）
12 作業灯
13 プレクリーナ
14 ウォッシャタンク
15 ネット駆動カバー
16 成形室 材料を円筒型に圧縮します
17 バックランプ
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3.1.3 レバー・ペダル関係

10  シート前後位置
       調節レバー

8  シートロック
    レバー

9  
ロックバー  

   

6  作業ロック
    ノブ

7  駐車ブレーキ
    ペダル

2  主変速レバー

1  アクセルレバー

4  作業クラッチレバー

3  副変速レバー

5  パワーステアリングレバー

11  コントロールボックス

作
業

番号 名称 はたらき

1 アクセルレバー
エンジン回転を調節することができます。
レバーを手前に引くとエンジン回転が上がり、前方に
押すとエンジン回転が下がります。

2 主変速レバー

前進・後進の切換と同時にスピードの調節をすること
ができます。
レバーを前方に押すと「前進」、手前に引くと「後進」し、
速度が無段に変わります。

3 副変速レバー
走行と作業速度の切換をします。
移動走行の時は「高速」、作業をする時は作物の条件に
合わせ「標準」もしくは「低速」位置にします。

4 作業クラッチレバー レバーを「入」位置にすると、ロールベーラ部が回転
します。

5 パワーステアリングレバー
レバーを前後に操作すると、ピックアップ部が上下し、
左右に操作すると、倒し量に応じて機体の方向修正と、
旋回をすることができます。

6 作業ロックノブ ノブを「ロック」側にすると、ピックアップ部は下が
りません。

7 駐車ブレーキペダル 駐車ブレーキペダルを強く踏み込んでロックすると、駐
車ブレーキがかかります。

8 シートロックレバー レバーを緩めると、シートを上下に調整することがで
きます。

9 ロックレバー 駐車ブレーキペダルを強く踏み込んで、ロックレバー
を前に倒し、ロックすると、駐車ブレーキがかかります。

10 シート前後位置調節レバー レバーを引き上げると、シートを前後に調節すること
ができます。

11 コントロールボックス 結束作業の調整・制御をすることができます。
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3.1.4 スイッチパネル

4  IQアクセルスイッチ
5  IQ調整ダイヤル

1  定点停止スイッチ

2  バックリフトスイッチ

6  車体水平スイッチ

3  刈高さ設定ダイヤル

7  車体傾斜調整ダイヤル

KBSR03010501

番号 名称 はたらき

1 定点停止スイッチ スイッチを押すと、ピックアップ部の高さを、刈高さ設
定ダイヤルでセットした刈高さに制御します。

2 バックリフトスイッチ スイッチを押すと、後進時にピックアップ部を、自動的
に一定量上昇させます。

3 刈高さ設定ダイヤル ピックアップの高さを、調整することができます。

4 IQアクセルスイッチ
スイッチを押すと、移動走行、ロールベーラ作業に応じ
て、エンジン出力を効率よく使用できるように、アク
セルレバーを自動的に動かします。

5 IQ調整ダイヤル エンジンの定格回転を、調整することができます。

6 車体水平スイッチ スイッチを押すと、左右方向の傾斜を自動的に修正し、
機体を水平に保ちます。

7 車体傾斜調整ダイヤル 車体水平制御中の車体の左右傾きを、調整することが
できます。
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3.1.5 スイッチ関係

 ◆ メインスイッチ・非常エンジン停止ボタン

押す

運転停止

2  非常エンジン停止ボタン1  メインスイッチ

KBSR03010601

番号 名称 はたらき

1 メインスイッチ

「切」………エンジンを停止するとき使用します。
「入」……… 電装品が作動します。

また、エンジンの予熱ができます。
「始動」…… エンジンを始動するとき使用します。

セルモータが回転し、エンジンが始動しま
す。

2 非常エンジン停止ボタン

「運転」……エンジンを始動することができます。
「停止」…… 作業クラッチレバーが「入」位置になって

いるとき、エンジンを停止させることがで
きます。

《 重要 》
• 非常エンジン停止ボタンが「停止」位置にあり、作業クラッチレバーが「入」位置にある場合、メインスイッ

チを「始動」位置にしても、エンジンは始動しません。

• 10 秒程スタート操作をしてもエンジンが始動しない場合は、メインスイッチを「切」位置にし、30 秒以上休

止してから、再び操作してください。
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 ◆ パワーステアリングレバー

3  チャンバー開閉スイッチ

2  車体傾斜スイッチ（左・右）

パワーステアリングレバー

1  車高上下スイッチ

車高上げ

車高下げ

KBSR03010602

番号 名称 はたらき
1 車高上下スイッチ スイッチを押すと、機体を上下させることができます。

2 車体傾斜スイッチ（左・右） スイッチを押すと、機体を左右に傾斜させることがで
きます。

3 チャンバー開閉スイッチ スイッチを押すと、チャンバー部を開閉させることが
できます。
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3.1.6 コンビネーションメ－タ

8  アラーム

6  表示切換スイッチ

4  作業灯スイッチ

2  ウインカスイッチ左
    ウインカパイロット左

1  マルチアイ 3  ウインカスイッチ右
    ウインカパイロット右

5  前照灯スイッチ

7  ホーン・停止スイッチ

9  エンジン回転計

F

E

TKSR03010701

番号 名称 はたらき

1 マルチアイ

自走ロールベーラの運転状態を表示します。
〈表示内容〉
エンジン運転状態
車体水平運転状態表示　　自動化装置異常表示
操作支援表示　　　　　　操作スイッチ切換表示

2
ウインカスイッチ左

ウインカパイロット左

スイッチを押すと、左のウインカが点滅します。左折
が終わったら、もう一度スイッチを押してください。
方向指示器の点滅を表示します。

3
ウインカスイッチ右

ウインカパイロット右

スイッチを押すと、右のウインカが点滅します。右折
が終わったら、もう一度スイッチを押してください。
方向指示器の点滅を表示します。

4 作業灯スイッチ

スイッチを押すと作業灯と前照灯が点灯します。もう
一度押すと作業灯が消灯します。
（前照灯は点灯したままです。前照灯スイッチを押して
消灯してください。）

5 前照灯スイッチ スイッチを押すと前照灯が点灯します。もう一度押す
と前照灯が消灯します。

6 表示切換スイッチ マルチアイの表示を切換えます。

7 ホーン・停止スイッチ スイッチを押すとホーンが鳴ります。警報等で鳴りだ
したブザーはこのスイッチを押すと止まります。

8 アラーム 異常を知らせます。運転中、異常な箇所が発生した場
合に点灯・点滅します。

9 エンジン回転計 エンジン回転数を表示します。
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3.1.7  マルチアイ

「マルチアイ」は、自走ロールベーラの運転に必要な情報、各種警告・異常状態の表示をします。
また、万一故障した場合の処置方法等を適切なタイミングで、わかりやすくメッセージとして
表示します。

 ◆ 通常表示

F

E

車速表示

燃料計

前照灯表示（点灯時のみ）

作業灯表示（点灯時のみ）
アワメータ表示

負荷レベル表示

TKSR03010801

《 参考 》
•車速表示は、ほ場条件により実際の速度と異なる場合があります。。

• 負荷レベル表示、車速表示はエンジン停止中は表示しません。
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 ◆ はたらき
『マルチアイ』は、「アラーム」と連動して機械の作業状態や異常状態を表示します。
また、異常発生時は緊急度に応じて、エンジン停止、ホーン吹鳴、アラーム表示を行います。

記号の見かたは次のとおりです。
表示・機能 内容 正常時 異常時

マルチアイ

運転状態を文字、または
絵で表示します。異常時
は画面を切り換えて、表
示します。

F

E▲
▼

静止面面

アラーム

異常時に点灯します。

̶
点灯

ホーン警報

異常時にホーンを吹鳴し
ます。

̶

連続吹鳴

断続吹鳴

エンジン停止

非常時にエンジンを自動
的に停止します。

̶
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 ◆ 表示内容
操作 表示内容 マルチアイ画面 アラーム ホーン エンジン停止

メインスイッチを「入」
位置にしてください。

《 参考 》

アラームが点灯します
が、アラームランプ確
認中で異常発生ではあ
りません。

初期表示モード

各センサ関係の点検確
認をしています。

異常個所があれば表示
します。

メインスイッチを「始
動」位置にし、エンジ
ンを始動します。

0
F

E

00
0000.0h
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 ◆ 表示の切換
表示切換スイッチを１回押すごとに、マルチアイは次の表示内容に切り換わります。

0
F

E

00

表示切換スイッチ
KBSR03010802

F

E

F

E

チェックモード

メンテナンスモード

車高 傾斜

②アワーメータ
　エンジン運転中の積算時間を表示します。

③エンジン回転
　エンジンの実回転数を表示します。

④メンテナンスモード
　エンジン始動設定、液晶コントラスト調整
　メンテナンス情報の確認ができます。

⑤センサチェックモード
　各センサの入力チェックが行えます。

⑥車高、車体傾斜表示
　車高と車体の左右の傾斜状態を表示します。

　（エンジン停止中は１番目に表示します。）

①水温
　エンジン冷却水の温度をバーグラフ表示します。
　（エンジン停止中は２番目に表示します。）
補 足
　●　冷却水の温度がオーバーヒート位置になると
　　　マルチアイにエンジン｢水温異常｣
　　　が表示されます。

※④⑤はエンジン運転中は表示が出ません。

TKSR03010803

F

E

（96ページ）

（92ページ）
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 ◆ メンテナンスモード
メンテナンスモ－ドの使い方は、95 ページを参照してください。

操作 表示内容 マルチアイ画面 アラーム ホーン エンジン停止

表示切換スイッチを押
します。

モニタ部のホーン・停
止スイッチを押すとメ
ンテナンスモードを実
行します。

ウインカスイッチ・表
示切換スイッチを押す
と表示が変わります。

メンテナンスモードは、
メインスイッチ「入」
位置のみ表示します。
エンジン運転中は表示
をしません。

通常表示

エンジン始動時の、エ
ンジン始動設定キーの
登録をします。

液晶のコントラストを
調整します。

メンテナンス情報を表
示します。

エンジン始動設定
戻る 進む

切換 進む ホーン 選択

戻る 進む

切換 進む ホーン 選択
液晶コントラスト調整

戻る 進む

切換 進む ホーン 選択
メンテナンス情報

F

E
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 ◆ 割り込み表示
操作 表示内容 マルチアイ画面 アラーム ホーン エンジン停止

燃料残量が残り少なくな
ると表示します。

表示切換スイッチを押す
と通常表示に変わりま
す。

ウインカ左スイッチを押
します。

ウインカ左スイッチを押
し、ウインカ左が点滅中
に補助画面として、表示
します。
ウインカ左スイッチをも
う一度押すと、ウインカ
が消滅し通常表示に変わ
ります。

ウインカ右スイッチを押
します。

ウインカ右スイッチを押
し、ウインカ右が点滅中
に補助画面として、表示
します。
ウインカ右スイッチをも
う一度押すと、ウインカ
が消滅し通常表示に変わ
ります。

パワーステアリングレ
バー上の車高傾斜スイッ
チを押します。

操作スイッチの切換時に
セット状態で表示しま
す。
表示はスイッチ操作後５
秒間で元の表示に戻りま
す。

車高 傾斜

エンジン始動時にキーを
「始動」位置にします。

駐車ブレーキペダルが踏
込まれていない場合表示
します。

駐車ブレーキペダルを
踏み込んでください！

作業灯スイッチを押しま
す。

作業灯・前照灯を点灯さ
せると表示します。
表示はスイッチ操作後5
秒間で元の表示に戻りま
す。

前照灯スイッチを押しま
す。

前照灯を点灯させると表
示します。
表示はスイッチ操作後5
秒間で元の表示に戻りま
す。
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 ◆ 操作支援表示
操作 表示内容 マルチアイ画面 アラーム ホーン エンジン停止

作業前、作業中の各部に
異常があると、右記を表
示します。
表示内容に従って各部を
操作すると、表示は消え
ます。

エンジン停止時に作業レ
バーが「入」位置になっ
ています。
表示中は、エンジンの始
動ができません。
エンジンを始動させるた
めには作業クラッチレ
バーを「切」位置にして
ください。
作業クラッチレバーを
「切」位置にすれば、表
示は消えます。
エンジンの始動方法は、
5章「エンジン始動のし
かた」（56 ページ）を
参照してください。

作業レバー
が入っています

エ ン ジ ン 回 転 数 が
2000rpm 以下で主変
速レバーを操作し、機体
を移動させる場合に表示
します。
エ ン ジ ン 回 転 数 を
2000rpm 以上にする
と表示は消えます。

エンジン回転数2000rpm
以上で使用してください

副変速レバーが走行位置
で、作業をし始めると表
示します。
副変速レバーを「標準」・
「低速」位置にすると、
表示が消えます。

副変速レバー
走行位置です

IQ アクセルスイッチ
「切」時

作業時のエンジン回転数
が低くなっていることを
表示しています。
アクセルレバーを調整し
て、エンジン回転計の針
が「作業ゾーン」にくる
ようにしてください。
8章 ｢エンジン回転の
合せかた｣（82 ページ）
を参照してください。

アクセルレバーを調整し
エンジン回転を作業域に！
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操作 表示内容 マルチアイ画面 アラーム ホーン エンジン停止

IQ アクセルスイッチ
「入」時

主変速レバーを少し手前
に引き、減速して作業し
てください。
8章「作業速度の選びか
た」（82 ページ）を参
照してください。

主変速レバーを戻して
減速してください！

車体転倒警報の表示 車体傾斜角度に
「注意」してください
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 ◆  異常表示
機械に異常が発生した場合の表示内容

操作 表示内容 マルチアイ画面 アラーム ホーン エンジン停止

作業中にエンジンの異
常や、ピックアップ部
に異常が発生すると右
の表示を行います。

《 参考 》

異常発生時は作業を中
止し、45 ページを参
照して処置してくださ
い。

エンジンのオーバー
ヒート

エンジン
「水温異常」

エンジンオイルの減少
またはエンジンオイル
のセンサ異常

エンジン
「オイル」

発電不良
チャージ回路の異常

発電回路異常

自動制御装置の使用中
に異常が発生すると右
の表示を行います。該
当する装置のスイッチ
を「切」にすると表示
は消えます。

《 重要 》

異常発生時は、該当す
る自動装置の使用を中
止してください。

車体水平制御装置の異
常 制御車体

水平

IQ アクセル制御装置の
異常 制御ＩＱ

アクセル

刈高さ制御装置の異常
刈高さ制御

バックリフト装置の異
常

制御バック
リフト
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 ◆ ブザーの止めかた
異常発生時に鳴りだしたブザーは、ホーン・停止スイッチ、作業クラッチレバー、メインスイッ
チの各操作で鳴り止みます。次の表に対応関係を示します。

ブザー項目 ホーン・停止スイッチ 作業クラッチレバー「切」 メインスイッチ「切」
エンジン「水温異常」 ○ ○

エンジン「オイル」 ○ ○

《 重要 》
• エンジンを再始動する場合は、必ず作業クラッチレバーを「切」位置にしてください。

• エンジン停止装置が作動しかけた直後（１秒以内）に解除すると、燃料供給量が不足して、エンジン馬力不足

（回転ダウン）となる場合があります。

•この時は、メインスイッチを一度「切」位置にしてから再始動してください。

 ◆  異常発生時の処置
エンジンに異常が発生した場合は、下表により処置してください。

マルチアイ画面表示 処置

エンジン
「水温異常」

アイドリングで5～10分間運転後エンジンを止め、次の点検をしてくだ
さい。
ラジエータの水量（185 ページ）
ラジエータ網またはフィンの詰まり（175 ページ）

エンジン
「オイル」

エンジンを止め、オイル量を点検してください。
（145 ページ）

発電回路異常
エンジンを止め、バッテリーの端ジェネレータの配線を点検してください。
（176 ページ）
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3.1.8  コントロールボックス

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

1  ディスプレイ 2  ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー2  ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー3  ネット繰出し運転レバー

4  設定モード/センサチェックレバー

KBSR07020101

番号 名称 はたらき
1 ディスプレイ 現在の作業状態や、センサ等の異常を文字で表示します。

2 ネット繰出し /リセット・注油 /モード終
了レバー

「ネット繰出し」…………………… ネット繰出しレバー
を押すとネット結束
が開始されます。

「リセット・注油 /モード終了」… モードを終了すると
きや、タイトチェン
部に注油するときに
使用します。

3 ネット繰出し運転レバー

「自動」……… ネット繰出しを自動で行う場合に、使用
します。

「手動」……… ネット繰出しを作業者自身で行う場合に、
使用します。

4 設定モード /センサチェックレバー

「設定モード /次へ」…………… 長押しすると、モー
ド移行を行います。
押すと、設定数値の変
更を行います。

「センサチェック /前へ」……… 長押しすると、「センサ
チェックモード」へ移行
を行います。
押すと、設定数値の変
更を行います。
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 ◆ はたらき
『ディスプレイ』に、ロールベーラ部の作業状態や異常状態を表示します。
また、異常発生時は緊急度に応じて、ブザー警報を行います。

記号の見かたは次のとおりです。
表示・機能 内容 正常時 異常時

ディスプレイ

ロールべーラ部の作業状
態やセンサ異常について、
文字で表示します。        4 5 m m    ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｹ ﾞ  ｰ ｼ  ﾞ

       6 0 m m

静止面面

 
 ｶ ﾑ ｶ ﾞ  ｶ ｲ ﾃ ﾝ ﾃ ﾞ  ｷ ﾏ ｾ ﾝ

 ｶ ﾑ ｦ ｶ ｸ ﾆ ﾝ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ

ブザー警報

異常時やネット交換、作
業完了時にブザーを吹鳴
します。

̶

連続吹鳴

断続吹鳴

ホーン警報

異常時やネット交換、作
業完了時にホーンを吹鳴
します。

̶

連続吹鳴

断続吹鳴
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 ◆  表示内容
操作 表示内容 ディスプレイ画面 ブザー ホーン

メインスイッチを「入」位
置にしてください。

バージョン情報表示

ロール個数・累積個数表示

初期画面表示

 S R 1 0 1 0 　V e r 0 . 0 1

 ﾛ ｰ ﾙ ｺ ｽ ｳ :　　　　　　 9 8 0

 ﾙ ｲ ｾ ｷ ｺ ｽ ｳ :　　　　 1 9 8 0

       4 5 m m    ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｹ ﾞ  ｰ ｼ  ﾞ
       6 0 m m
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 ◆  表示の切換
設定モード/センサチェックレバーを「設定モード/次へ」側に長押しすると、各モードに移行し、
「設定モード /次へ」側に長押しするごとに、ディスプレイは次の表示内容に切り換わります。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR03010901

①マンリョウゲージ
　作業進行状況を表示します。

 メインスイッチを「入」

②セッテイモード
　ネットの長さや、ロールのカウント等の
　設定を変更することができます。

③センサチェックモード
　各センサの入力チェックが行えます。

④メーカーセッテイモード
　ブザー・ホーンやネット繰出し量等の
　設定を変更することができます。

①

② ③ ④

       4 5 m m    ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｹ ﾞ  ｰ ｼ  ﾞ
       6 0 m m

 ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ  ｾ ﾝ ｻ ﾁ ｪ ｯ ｸ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ   ﾒ ｰ ｶ ｰ ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ 

KBSR03010902
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 ◆ セッテイモード
セッテイモードの使い方は、75 ページを参照してください。

操作 表示内容 ディスプレイ画面 ブザー ホーン

設定モード /センサチェッ
クレバーを、「設定モード
/次へ」側に長押しします。

設定モード /センサチェッ
クレバーを「設定モード /
次へ」側に長押しすると、
表示が切り換ります。

設定モード /センサチェッ
クレバーを上下に押すと、
設定値を変更することがで
きます。

通常表示

「セッテイモード」と表示
されます。

       4 5 m m    ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｹ ﾞ  ｰ ｼ  ﾞ
       6 0 m m

 ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ 

 ﾈ ｯ ﾄ ﾘ ｮ ｳ :       3 . 5 ｿ ｳ

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 3 . 5 ｿ ｳ  1 1 . 5 m

 ﾈ ｯ ﾄ ﾘ ｮ ｳ :       3 . 5 ｿ ｳ

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 3 . 5 ｿ ｳ  1 1 . 5 m
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 ◆  センサーチェックモード
センサーチェックモードの使い方は、92 ページを参照してください。

操作 表示内容 ディスプレイ画面 ブザー ホーン

設定モード /センサチェッ
クレバーを、「センサチェッ
ク /前へ」側に長押ししま
す。

設定モード /センサチェッ
クレバーを「設定モード /
次へ」側に長押しすると、
表示が切り換ります。

通常表示

「センサーチェックモード」
と表示されます。

       4 5 m m    ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｹ ﾞ  ｰ ｼ  ﾞ
       6 0 m m

 ｾ ﾝ ｻ ﾁ ｪ ｯ ｸ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ  

 ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

 ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

センサSW
「ON」時
ブザー鳴る

センサSW
「OFF」時
ブザー
鳴らない
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 ◆  メーカーセッテイモード
メーカーセッテイモードの使い方は、109 ページを参照してください。

操作 表示内容 ディスプレイ画面 ブザー ホーン

設定モード /センサチェッ
クレバーを「設定モード /
次へ」側に押しながら、メ
インスイッチを「入」位置
にしてください。

設定モード /センサチェッ
クレバーを「設定モード /
次へ」側に長押しすると、
表示が切り換ります。

設定モード /センサチェッ
クレバーを上下に押すと、
設定値を変更することがで
きます。

通常表示

「メーカーセッテイモード」
と表示されます。

       4 5 m m    ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｹ ﾞ  ｰ ｼ  ﾞ
       6 0 m m

 ﾒ ｰ ｶ ｰ ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ 

 ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ ﾘ ｮ ｳ :    0 . 5 ｿ ｳ

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 0 . 5 ｿ ｳ　 1 . 7 m

 ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ ﾘ ｮ ｳ :    0 . 5 ｿ ｳ

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 0 . 5 ｿ ｳ　 1 . 7 m
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 ◆  異常表示
ネットが無くなったり、センサ等に異常が発生した場合、作業を中止して、異常発生時の処置
を参照してください。

操作 表示内容 ディスプレイ画面 ブザー ホーン

カムスイッチに異常が発生
したとき。

「カムガカイテンデキマセ
ンカムヲカクニンシテクダ
サイ」と表示されます。

 
 ｶ ﾑ ｶ ﾞ  ｶ ｲ ﾃ ﾝ ﾃ ﾞ  ｷ ﾏ ｾ ﾝ

 ｶ ﾑ ｦ ｶ ｸ ﾆ ﾝ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ

ブザー
断続音 断続吹鳴

「ネットヲコウカンシ、ネッ
トクリダシスイッチヲオシ
テクダサイ」と表示されま
す。

 ﾈ ｯ ﾄ ｦ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ､ ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ゙

 ｼ ｽ ｲ ｯ ﾁ ｦ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ
ブザー
断続音 断続吹鳴

チャンバーが開いていると
き。

「チャンバーヲシメテクダ
サイ」と表示されます。

 ﾁ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ  ｰ ｦ ｼ ﾒ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ ブザー
断続音

ネット繰出し運転レバーが
「手動」側になっていると
き。

「ネットクリダシスイッチ
ヲオシテクダサイ」と表示
されます。

   6 5 m m ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ ｼ ｽ ｲ ｯ

   6 0 m m ﾁ ｦ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ
ブザー
断続音

ネットがなくなっていると
き。

「ネットヲコウカンシ、ネッ
トクリダシスイッチヲオシ
テクダサイ」と表示されま
す。

 ﾈ ｯ ﾄ ｦ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ､ ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ゙

 ｼ ｽ ｲ ｯ ﾁ ｦ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ

ブザー
断続音 断続吹鳴

 ◆ 異常発生時の処置
異常が発生した場合は、次の表より処置してください。

ディスプレイ画面表示 処置

 
 ｶ ﾑ ｶ ﾞ  ｶ ｲ ﾃ ﾝ ﾃ ﾞ  ｷ ﾏ ｾ ﾝ

 ｶ ﾑ ｦ ｶ ｸ ﾆ ﾝ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ
センサチェックモードで、センサの作動を確認してください。（92 ページ）

 ﾈ ｯ ﾄ ｦ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ､ ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ゙

 ｼ ｽ ｲ ｯ ﾁ ｦ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ

ネットを交換してください。（77 ページ）
ネット繰出し / リセット・注油 / モード終了レバーを「ネット繰出し」側
に押してください。（74 ページ）

 ﾁ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ  ｰ ｦ ｼ ﾒ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ
チャンバーを閉じてください。（67 ページ）

   6 5 m m ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ ｼ ｽ ｲ ｯ

   6 0 m m ﾁ ｦ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ ｻ ｲ

ネット繰出し運転レバーを「自動」側に押してください。（74 ページ）
ネット繰出し / リセット・注油 / モード終了レバーを「ネット繰出し」側
に押してください。（74 ページ）

 ﾈ ｯ ﾄ ｦ ｺ ｳ ｶ ﾝ ｼ ､ ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ゙

 ｼ ｽ ｲ ｯ ﾁ ｦ ｵ ｼ ﾃ ｸ ﾀ ﾞ  ｻ ｲ ネットを交換してください。（77 ページ）
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4.  作業前点検

 ●燃料を補給するときは火気厳禁です。くわえタバコ等をしないでください。
※ 守らないと、燃料に引火し、爆発や火災の原因になります。
 ●燃料、オイルがこぼれたときは、きれいに拭き取ってください。
※ 守らないと、火災や、転倒による傷害事故の原因になります。

危険

 ●点検するときは、駐車ブレーキをかけ、平たんで水平な広く地面の硬い場所を選んでく
ださい。
※ 守らないと、自走ロールベーラが動き出し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●燃料、給油、注油および回転部等の点検をするときは、必ずエンジンを止め、メインス
イッチキーを抜いてください。
※ 守らないと、手や衣服が巻き込まれたり挟まれたりして、傷害事故を引き起こすお
それがあります。

 ●点検時にカバーを開けたり、取り外した場合は、必ず元に戻してから作業してください。
※ 守らないと、手や衣服が巻き込まれたり挟まれたりして、傷害事故を引き起こすお
それがあります。

警告

4.1 運転席にすわるまえに

点検箇所 点検項目 処置 参照ページ

前日に異常があった箇所 再度異常がないか。 「お買い上げ先」に相談する。 ―

警告ラベル貼付箇所 はがれ、汚れ、破損等がないか。 新しいものに貼り換える。 ―
反射器 汚れ、破損等がないか。 掃除、交換する。 ―
ロールベーラ部
エンジン、マフラー部

損傷がないか。
ワラくずが溜まっていないか。

お買い上げ先に相談する。
掃除する。 ―

ボルト、ナット ゆるみ、脱落がないか。 締め付け、補充する。 ―

パイプ、ホース オイル、水漏れがないか。 掃除、取り付け部の締め付け、交
換する。 ―

リレー・ヒューズ リレー・ヒューズに切れはないか。 交換する。 180
191

配線コード たるみ、被覆の損傷がないか。 締付け、交換する。 180
配線端子 はずれ、ゆるみがないか。 接続する。 180

エンジンオイル オイルゲージの上下限の間に液面
があるか。

補給する。
ヰセキ　スーパーマルチエンジン
オイル10Ｗ－30（CF級以上）

144
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点検箇所 点検項目 処置 参照ページ

逆転ミッションオイル 油面が検油口より流れ始めるか。 補給する。
ギアオイル＃90（VG68） 149

チェンオイル リザーブタンク内にオイルがあるか。補給する。 150

冷却水 リザーブタンクの上下限の間に液
面があるか。 補給する。 185

エンジンカバー 網が詰まっていないか。 掃除する 114
ラジエータ フィンが詰まっていないか。 掃除する。 178
オイルクーラ フィンが詰まっていないか。 掃除する。 179

エアクリーナ エレメントにほこりが溜まってい
ないか。 掃除する。 174

エンジン、マフラ ワラくず、ほこりが溜まっていな
いか。 掃除する。 ―

非常エンジン停止ボタン 「停止」位置になっていないか。 「運転」位置にする。 56
クローラ たるみ、損傷がないか。 張り量の調整、交換する。 184
コンデンサ フィンが詰っていないか。 掃除する。 189
プレクリーナ ほこりが溜まっていないか。 掃除する。

4.2 運転席にすわって

点検箇所 点検項目 処置 参照ページ
バックミラー 汚れ、破損等がないか。 掃除、交換する。 ―

4.3 メインスイッチキーを「入」位置にして

点検箇所 点検項目 処置 参照ページ

ホーン ホーン・停止スイッチを押すと、
鳴るか。

ヒューズ切れ、配線コードはずれ
を点検し、交換、接続する。 181

バックブザー 主変速レバーを「後進」位置にす
ると、鳴るか。

ヒューズ切れ、配線コードはずれ
を点検し、交換、接続する。 181

灯火類 各スイッチ操作で、点灯、点滅す
るか。

電球、ヒューズ切れ、配線コード
はずれを点検し、交換、接続する。 181

燃料計 軽油が十分入っているか。
補給する。
ディーゼル軽油 JIS2号
（寒冷時 JIS3号）

34
143

コントロールスイッチ ディスプレイにエラーメッセージ
は表示されないか？ 画面表示に従い操作する 42

4.4 エンジンを始動して

点検箇所 点検項目 処置 参照ページ
回転計 動作に異常がないか。 「お買い上げ先」に相談する。 ―
エンジン・マフラ 異音・排気ガス色の異常がないか。「お買い上げ先」に相談する。 ―



5. 運転のしかた

54

5.  運転のしかた
5.1 新車時の取り扱いかた

新車時の上手な運転操作やメンテナンスが、本機の寿

命に影響をおよぼします。

ならし運転期間中の走行速度は低速で、過負荷となる

作業は避けてください。

本機の性能を最大に発揮させたり、長期にわたる耐久

力を維持させるためには、適正なならし運転が必要で

す。

 ◆ 初期50時間のならし運転

［1］ 急発進や急ブレーキ操作はしないでください。

［2］  寒い日や冬期、エンジンは十分に暖機運転を

行ってください。

［3］  副変速レバー「高速」位置での作業は、避け

てください。

［4］  整地されていない凸凹道では、低速走行をし

てください。

 ◆ 油脂・フィルタ類の交換とチェン・ベルトの張り

調整

［1］  新車時は、ロールベーラの回転・摺動部の各

部品になじみがついていませんので、ならし

運転期間中に細かい金属粉が生じ、部品の極

度な摩耗につながるおそれがありますので、

油脂・フィルタ類は、初期 50 時間で交換して

ください。

［2］  チェンやベルト類は、ならし運転中に初期の

のびが発生しますので、初期 20 時間で張り調

整をしてください。



5. 運転のしかた

55

5.2 運転席の調節のしかた

 ◆ シートの上下調節のしかた

（1）  シート下部フレームの「シートロックレバー」を

ゆるめます。

シート

シートロックレバー
KBSR05010001

（2） 座る位置に合わてシートの高さを調整します。

（3） 「シートロックレバー」を締め付けます。

 ◆ シート前後調節のしかた

（1）  シート右上部にある「シート前後位置調節レバー」

を上方へ軽く引きます。

シート

シート前後位置
調節レバー

KBSR05010002

（2）  座る位置に合わてシートの前後位置を調整しま

す。

《 重要 》
シートの「背もたれ」を前方に倒した状態で、

エンジンカバーを開閉しないでください。
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5.3  エンジン始動と停止のしかた

5.3.1   エンジン始動のしかた

 ●  始動する前に、周囲の人にホーンで合図してください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こす原因になります。
 ●  各保護カバー類が取り付けてあるか確認してください。外れている場合は、必ず取り付
けてください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こす原因になります。
 ●  主変速レバーを「中立」位置、作業クラッチレバーを「切」位置にして始動してください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こす原因になります。
 ●  屋内で始動する場合は、窓や戸を開け、十分に換気をしてください。
閉め切った屋内等ではエンジンを始動しないでください。
※ 守らないと、排気ガスによる中毒を起こし、重大な傷害を受けるおそれがあります。

警告

注意
 ●０℃以下の寒冷時は、10～15分間暖機運転を行ってください。

※ 守らないと、油圧系統の故障を起こすおそれがあります。
 ●非常エンジン停止ボタンが「運転」位置になっていることを確認してください。

※ 守らないと、バッテリがあがりを引き起こす原因になります。

（1）  非常エンジン停止ボタンが、「運転」位置にある

ことを確認してください。

押す

運転停止

非常エンジン停止ボタン

KBSR05020107

（2）  主変速レバーを「中立」（「●」）位置にしてくだ

さい。

作
業

主変速レバー

KBSR10020201
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（3） 作業クラッチレバーを「切」位置にしてください。

作業クラッチレバー

作
業

KBSR10020202

（4） アクセルレバーを、中程まで引いてください。

作
業

アクセルレバー

KBSR10020203

（5）  メインスイッチを「入」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

（6） マルチアイには、次の順で画面が表示されます。

初期画面が表示されます。

各センサ関係の点検確認
をしています。

異常個所があれば表示し
ます。

マルチアイに「エンジン
始動可能です」と表示さ
れたら予熱完了です。

エンジン
始動可能です

TKSR05020101

（7）  IQ アクセルスイッチを押して、「切」にしてくだ

さい。（ランプ消灯）

IQアクセル
スイッチ ランプ消灯

KBSR05020106
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（8）  周囲に人がいないことを確認して、ホーンを鳴ら

してください。

0
F

E

00

ホーン・停止スイッチ
TKSR05020105

（9）  駐車ブレーキを強く踏み込んで、メインスイッチ

を「始動」位置にしてください。

駐車ブレーキペダル

強く踏み込む

メインスイッチ
KBSR05020108

（10）  メインスイッチを「始動」位置にした場合、駐車

ブレーキペダルが踏込まれていないときは、マル

チアイに「駐車ブレーキを踏み込んでください」

が表示されます。

駐車ブレーキを踏み
込んでください

TKSR05020102

（11）  エンジン始動後、駐車ブレーキペダルが踏込ま

れているときは、マルチアイに「駐車ブレーキ

作用中です」が表示されます。

駐車ブレーキ作用中
です

TKSR05020103

（12）  エンジン始動後は、アクセルレバーをゆっくり

戻し、約５～10分間暖機運転をしてください。

アクセルレバー

作 業

KBSR05020104

《 重要 》
•  10 秒程スタート操作をしてもエンジンが始動

しない場合は、メインスイッチを「切」位置

にし、30秒以上休止してから、再び操作してく

ださい。

•  異常が発生してエンジンが停止したときは、

各レバーを「切」位置にして、副変速レバー

を「中立」位置にし、メインスイッチを「切」

位置にしてから、再び操作してください。
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5.3.2  エンジン停止のしかた

 ●作業クラッチレバーは、必ず「切」位置にしてください。
※ 守らないと機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

注意

（1）  主変速レバーを「中立」（「●」）位置、副変速レバー

を「中立」位置にしてください。

作
業

副変速レバー

主変速レバー

KBSR05020201

（2） 作業クラッチレバーを「切」位置にしてください。

作業クラッチレバー

作
業

KBSR05020202

（3）  IQ アクセルスイッチを押して、「切」にしてくだ

さい。（ランプ消灯）

IQアクセル
スイッチ ランプ消灯

KBSR05020106

（4） アクセルレバーを、いっぱい戻してください。

作
業

アクセルレバー

KBSR05020203

（5） メインスイッチを「切」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101
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5.3.3  エアー抜きのしかた

燃料系統にエアーが入ると、エンジンは始動しません。

（エンジン始動不良のほとんどは、これが原因です。）

次の要領でエアー抜きをしてください。

（1）  給油口から燃料を、最低でも10リットル補給し

てください。

（2）  エンジン始動の手順に従って、メインスイッチを

「入」位置にして約30秒後に、メインスイッチ

を「始動」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

（3）  エンジンが始動するまで、数回「始動」操作を繰

り返してください。

《 参考 》
燃料フィルタポット内のエアーが、完全に抜け

ない場合があります。このとき、エンジンを始

動させても、回転が安定しません。

《 重要 》
 10 秒程スタート操作をしてもエンジンが始動し

ない場合は、メインスイッチを「切」位置にし、

30 秒以上休止してから、再び操作してください。

 ◆ 回転が安定しない場合

すみやかにあぜ際まで移動して、次の要領でエアー抜

きをしてください。

（1）  給油口から燃料を、燃料タンクにいっぱいに入れ

てください。

（2）  右駆動カバーを開いてください。（120 ページ）

（3）  燃料フィルタのエアー抜きネジをゆるめ、燃料が

出始めたら、ネジを締め付けてください。

エアー抜きネジ

燃料フィルタ

KBSR05020301

（4）  右駆動カバーを閉じてください。（120 ページ）

（5）  エンジンの始動手順に従って、メインスイッチを

「入」位置にして約30秒後に、メインスイッチ

を「始動」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

（6）  エンジンが始動するまで、数回「始動」操作を繰

り返してください。
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5.4 走行のしかた

 ●急発進、急制動、急旋回はしないでください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●機体の上には、人、物等を乗せないでください
※ 守らないと、転倒・転落事故を引き起こすおそれがあります。
 ●機械の周囲に人がいないことを必ず確認し、「ホーン」を鳴らして合図してください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●移動走行での右・左折は、ウインカで合図し、低速で行ってください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●必ず減速してからゆるやかに旋回してください。
※ 守らないと、高速走行時の旋回は、転倒・転落事故を引き起こすおそれがあります。
 ●自走ロールベーラを離れるときは、平たんな場所に駐車し、駐車ブレーキをかけ、エン
ジンを止めて、メインスイッチキーを抜いてください。
※ 守らないと、自走ロールベーラが動き出し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●やむをえず坂道で駐車するときは、駐車ブレーキをかけてから木片等で車止めをしてく
ださい。
※ 守らないと、自走ロールベーラが動き出し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●側溝のあるところや両側が傾斜しているところを走行するときは、速度を落として十分
注意してください。
※ 守らないと、衝突・転倒・転落事故を引き起こすおそれがあります。
 ●ベールは、必ず排出してから走行してください。
※ 守らないと、転倒・転落し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告

5.4.1  パワーステアリングレバーの使いかた

パワーステアリングレバーで、ピックアップ部の上下

と、機体の方向修正、旋回ができます。

（1）  レバーを前、後に操作すると、ピックアップ部を

上・下に操作することができます。

（2）  レバーを左、右に操作すると、方向修正から旋回

まで、操作することができます。

（3）  レバーを斜めに操作すると、ピックアップ部が上

昇または下降しながら、方向修正（左または右）

に操作することができます。

パワーステアリングレバー

ピックアップ部下げ

下げながら左旋回 下げながら右旋回

ピックアップ部上げ

右旋回左旋回

上げながら左旋回 上げながら右旋回

KBSR05030101
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5.4.2 走行のしかた

 ●移動走行するときは、車高調節スイッチを操作し、車高がもっとも下がった位置にして
ください。
※ 守らないと、転倒等、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●傾斜地では、副変速レバーの切り換えをしないでください。
※ 守らないと、自走ロールベーラが動き出し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告

（1）  メインスイッチを操作して、エンジンを始動させ

てください。（56 ページ）

（2）  アクセルレバーを操作して、エンジン回転計の針

を、「作業ゾーン」に来るように調節してください。

F

E

エンジン回転計の針

作業ゾーン

TKSR09040302

（3）  パワーステアリングレバーを操作して、ピック

アップ部を上げてください。（61 ページ）

（4）  副変速レバーを、「高速」「標準」「低速」のいず

れかの位置に合わせてください。

副変速レバー

作 業

KBSR05030201

《 参考 》
副変速レバーを操作するときは、主変速レバー

を「中立」（「●」）位置にしてください。

（5）  駐車ブレーキを解除してください。（66 ページ）
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（6）  主変速レバーをゆっくり前方に押して、走行してく

ださい。

主変速レバーの押し量に応じて、無段階に走行速

度を調節することができます。

主変速レバー

作 業

KBSR05030202

《 重要 》
•  主変速レバーはエンジン回転の目盛 2000rpm

以上で使用してください。

それ以下の場合、油圧無段変速装置（HST）

の寿命が短くなります。

•  2000rpm 以下で使用した場合には、マルチア

イに「エンジン回転 2000rpm以上で使用して

ください」が表示されます。

エンジン回転を 2000rpm以上にすると表示は

消えます。

（7）  機体の向きを変えたいときは、パワーステアリン

グレバーを向けたい方向に倒します。

パワーステアリングレバーの倒し量に応じて、方

向修正から旋回まで、無段階に向きを変えること

ができます。

パワーステアリングレバー

ピックアップ部下げ

下げながら左旋回 下げながら右旋回

ピックアップ部上げ

右旋回左旋回

上げながら左旋回 上げながら右旋回

KBSR05030101

《 重要 》
パワーステアリングレバーを、左右にいっぱい

倒してコーナー旋回すると、急旋回状態になる

ことがあります。ゆっくり操作してください。
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5.4.3  停車・駐車のしかた

 ●坂道では駐車しないでください。
やむを得ず駐車する場合は、駐車ブレーキペダルをすばやく踏み込み、ロックをし、さ
らに木片等で車止めをしてください。
※ 駐車ブレーキペダルを踏み込むと、クラッチが切れ、自走ロールベーラが動き出し、
傷害事故を引き起こすおそれがあります。

 ●停車するときは必ず主変速レバーを「中立」に戻してから、駐車ブレーキペダルを踏ん
でロックしてください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こす原因となります。

警告

（1）  主変速レバーを「中立」（「●」）位置にしてくだ

さい。

作
業

主変速レバー

KBSR10020201

（2）  駐車ブレーキペダルを、動かなくなるまで強く踏

み込み、その状態でロックレバーを前に押して、

駐車ブレーキペダルをロックしてください。

ロックする

強く踏み込む

KBSR05030301

（3）  パワーステアリングレバーで、ピックアップ部を

地面まで下げてください。

ピックアップ部下げ
パワーステアリングレバー

KBSR05030302

 ●やむを得ず、ピックアップ部を上げて
駐車する場合は、ピックアップ部の下
にスタンド等の台を置いてください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こす
原因となります。

警告
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（4）  メインスイッチを「切」位置にして、エンジンを

止め、メインスイッチキーを抜いてください。

メインスイッチ

KBSR10010101
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5.4.4  駐車ブレーキの解除のしかた

 ●停車するときは必ず主変速レバーを「中立」（「●」）位置に戻してから、駐車ブレーキ
ペダルを踏んでください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●坂道で駐車ブレーキを解除する場合は、エンジンを始動し、副変速レバーを「低速」位
置に入れ、車止めをはずしてから解除してください。このとき駐車ブレーキペダルから
すばやく足を離してください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告

駐車ブレーキペダルを、強く踏み込むとロックがはず

れ、駐車ブレーキは解除されます。

強く踏み込む

駐車ブレーキペダル
KBSR10020207

《 参考 》
•  メインスイッチを「始動」位置にした場合、

駐車ブレーキペダルが踏込まれていないとき

は、マルチアイに「駐車ブレーキを踏み込ん

でください」が表示されます。

駐車ブレーキを踏み
込んでください

TKSR05020102

•  エンジン始動後、駐車ブレーキペダルが踏込

まれているときは、マルチアイに「駐車ブレー

キ作用中です」が表示されます。

駐車ブレーキ作用中
です

TKSR05020103



5. 運転のしかた

67

5.4.5  チャンバーの開閉のしかた

 ●チャンバーを開くときは必ず、人・傷害物がないことを確認してください。
※ 守らないと、重大な傷害を受けるおそれがあります。
 ●チャンバーを開いて作業を行うときは、必ず、シリンダーストッパをセットしてください。
※ 守らないと、重大な傷害を受けるおそれがあります。

危険

 ◆ チャンバーの開きかた

（1）  メインスイッチを操作して、エンジンを始動させ

てください。（56 ページ）

（2）  パワーステアリングレバーの「上げ」ボタンを押

すと、チャンバーが開きます。

パワーステアリングレバー

KBSR05030501

（3）  開いたチャンバー内で作業を行う場合は、シリン

ダーストッパを、①、②共にセットしてください。

シリンダーストッパ

KBSR05030502

①

②

《 重要 》
•  チャンバーを開けて作業を行うときは、必ず、

シリンダーストッパをセットしてください。

•  シリンダーストッパは、必ず①側からセット

してください。

 ◆ チャンバーの閉めかた

（1）  シリンダーストッパを、取り外してください。

《 重要 》
シリンダーストッパを取り外すときは、必ず、

開いたチャンバー内に人がいないことを確認し

てください。

（2）  パワーステアリングレバーの「下げ」ボタンを押

すと、チャンバーが閉まります。

パワーステアリングレバー

KBSR05030503

（3）  メインスイッチを操作して、エンジンを停止させ

てください。（59 ページ）
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5.5  自動車等への積み・降ろしのしかた

 ●アユミ板の上では、パワーステアリングレバー、副変速レバー、駐車ブレーキペダル
を操作しないでください。
※ 守らないと、クローラがすべり、傷害事故の原因になります。
 ●積み・降ろしの時は、機体の周辺には立たないでください。
※ 守らないと、傷害事故の原因になります。
 ●アユミ板の上では、ピックアップ部の上下操作をしないでください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●周囲に危険のない平たんで、地面の硬い場所を選んでください。
※ 守らないと、転倒・転落事故の原因になります。
 ●アユミ板は、すべり止めのついたものを使用し、荷台に段差のないよう確実にかけて
ください。
※ 守らないと、衝突・転倒・転落し傷害事故の原因になります。
 ●積込むトラックはエンジンを止めて、変速を「１速」または「Ｒ」位置にして、駐車ブレー
キをかけ、車止めをしてください。
※ 守らないと、傷害事故の原因になります。
 ●積み込みは、ベーラを空にしてから行ってください。また、外装カバーの取付が確実
にされているか確認してください。
※ 守らないと、傷害事故の原因になります。
 ●積み・降ろしの時は、車高上下スイッチを操作し、車高がもっとも下がった位置にし
てください。
※ 守らないと、転倒のおそれがあります。
 ●アユミ板から荷台に移るときや荷台からアユミ板に移るときは、急に機体の角度が変
わるので十分注意してください。
※ 守らないと、傷害事故の原因になります。
 ●機体は、荷台からはみ出ないように積み込んでください。
※ 守らないと、道路交通法違反になります。
 ●本機を運搬する時は、サイドウインド（左側）（ドア側）・リヤハッチは閉め、ドアは
施錠してください。
※ 守らないと、コンバインの破損や落下物となり傷害事故の原因になります。

警告

 ●ロープは所定のフック以外には掛けないでください。
※ 守らないと、自走ロールベーラの破損や故障を引き起こすおそれがあります。

注意
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（1）   基準に合ったアユミ板を用意してください。

《 重要 》
• アユミ板の基準

［1］ 長さ……車の荷台高さの４倍以上

［2］ 幅………50㎝以上

［3］ 強度……1500㎏以上（片側１枚）

［4］ 数量……２枚使用

［5］ すべらないよう処理してあること

［6］  一方の端にトラックの荷台に引掛けるフック

があること

（2）  パワーステアリングレバーで、ピックアップ部を

いっぱい上げてください。

パワーステアリングレバー

ピックアップ部
上げ

KBSR05040002

（3）  車高調節スイッチを操作し、車高をいっぱい下げ

ます。

車高調節スイッチ

車高下げ

KBSR05040003

（4）  アユミ板の前でいったん停止し、左右のクローラ

がアユミ板と平行になるまで、自走ロールベーラ

の位置、向きを合わせてください。

クローラ

5
0
㎝
以
上

荷
台
高
さ

荷台高さの4倍以上

アユミ板

アユミ板

KBSR05040001

（5）  副変速レバーを「低速」位置にし、主変速レバー

を前進方向にゆっくり動かし、微速にて積み込み

ます。

（1） 積み込みは「前進」で行います。

（2） 降ろすときは、「後進」で行います。

主変速レバー副変速レバー

作 業

KBSR05040004

《 参考 》
エンジン回転は 2000rpm以上にしてください。

（6）  荷台に載せ終ったら、ピックアップ部を接地する

まで下ろしてください。
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6. 作業前の準備
6.1 自走ロールベーラの準備

6.1.1 注油箇所

作業前に、必ず注油してください。

注油箇所本機右側

本機左側

TKSR06010101
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6.2 ほ場への出入りのしかた

 ●アユミ板は、「アユミ板の基準」（68 ページ）を満たすものを使用してください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●アユミ板は自走ロールベーラの重量で傾かない場所を選んで、使用してください。
※ 守らないと、転倒・転落し、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告

（1）  車高調節スイッチで、車高を最も下げた位置にし

てください。

車高調節スイッチ

車高下げ

KBSR05040003

（2）  副変速レバー「低速」位置で、主変速レバーを「前」

側に押してゆっくりとした速度で、あぜに直角に

前進でのり越えます。

主変速レバー副変速レバー

作 業

KBSR05040004

（3）  10㎝以上の高いあぜを越える場合は、アユミ板

を使用してください。

10㎝以上

KBSR06020001
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6.3 作物の拾い上げ

6.3.1  ウインドローの作りかた

必ず、ウィンドローを作ってください。

均一なウインドローの作りかたは、次のようにしてく

ださい。

高さ
２５～３０㎝

幅９０～１１０㎝
麦ワラ・稲わら・牧草

KBSR06030101

《 参考 》
•  ウインドローの草量が多いと、詰まりの原因

となり、能率的な作業ができません。



7. 作業前の準備

73

7. 作業前の準備
7.1 ピックアップの調整

7.1.1 ピックアップの高さ調整

 ◆ ピックアップの標準高さ

稲わらなどを拾い上げるときの、タインと地面のすき

間を、次の表を参考に、高さ調整を行ってください。

収穫物 タインと地面のすき間
稲わら 10～20㎜
麦わら 30～40㎜

地面

ピックアップ

タイン

タインと
地面のすき間

KBSR07010101

7.1.2  クロップカバーの調整方法

作業時の高さ調整は、チェンで行います。

（1）  パワーステアリングレバーで、ピックアップ装置

をいっぱい上げてください。

パワーステアリングレバー

ピックアップ
上げ

KBSR07010201

（2）  ピックアップ横のチェンの長さを調整することに

よって、クロップカバーの高さを調整することが

できます。

チェン

チェン

下げ

上げ

TKSR07010202

《 参考 》
 ウインドローが大きいときは高く、切りわら作

業では低く、チェンを調整してください。
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7.2  コントロールボックスの使いかた

7.2.1  各レバーの名称とはたらき

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

1  ディスプレイ 2  ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー2  ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー3  ネット繰出し運転レバー

4  設定モード/センサチェックレバー

KBSR07020101

番号 名称 はたらき
1 ディスプレイ 現在の作業状態や、センサ等の異常を文字で表示します。

2 ネット繰出し /リセット・注油 /モード終
了レバー

「ネット繰出し」…………………… ネット繰出しレバー
を押すとネット結束
が開始されます。

「リセット・注油 /モード終了」… モードを終了すると
きや、タイトチェン
部に注油するときに
使用します。

3 ネット繰出し運転レバー

「自動」……… ネット繰出しを自動で行う場合に、使用
します。

「手動」……… ネット繰出しを作業者自身で行う場合に、
使用します。

4 設定モード /センサチェックレバー

「設定モード /次へ」…………… 長押しすると、モー
ド移行を行います。
押すと、設定数値の変
更を行います。

「センサチェック /前へ」……… 長押しすると、「センサ
チェックモード」へ移行
を行います。
押すと、設定数値の変
更を行います。
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7.2.2  コントロールボックスの使いかた

 ◆ コントロールボックスの起動のしかた

（1）  メインスイッチを「入」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

（2）  コントロールボックスのディスプレイに、バー

ジョン情報が表示されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020201

（3）  次に、今まで作成した総ロール数と、積算された

ロール個数が表示されます。

このときに、各センサや、チャンバー部等に異常

がないか、イニシャルチェックをおこないます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020202

《 参考 》
 センサ等に異常が発生した場合は、異常個所を

文字で表示します。

（4） 異常がなければ、初期画面が表示されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020203

 ◆ セッテイモードへの移行のしかた

（1）  初期画面の状態から、設定モード /センサチェッ

クレバーを、「設定モード /次へ」側に長押しす

ることで、「セッテイモード」へ移行することが

できます。

 ｾ ｯ ﾃ ｲ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ 

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR07020204

（2）  「セッテイモード」は 3項目あり、設定モード /

センサチェックレバーを、「設定モード /次へ」側

に長押しすることで、各設定項目へ移行すること

ができます。

各設定項目の詳細については、次の通りです。

［1］  ロールを結束するネットの長さを、0～ 9.9ソウ

までの範囲で調整することができます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020205
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［2］  「ロールコスウ」（積算個数）のカウントを 0

にすることができます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020206

《 参考 》
「ルイセキコスウ」（総ロール数）のカウントを、

0にすることはできません。

［3］  感知距離を、10～ 100㎜の範囲で変更すること

ができます。

数値が大きくなる程、満量感知が遅くなりま

す。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020207

《 参考 》
設定値を上げすぎると、

• シェアボルトの切れ

• エンジンダウン

• 強制ネット繰出し

の原因となります。

 ◆  設定値の変更のしかた

（1）  変更したい設定項目の画面で、設定モード /セン

サチェックレバーを上下させることで、数値を変

更することができます。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR07020208

（2）  ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー

を「リセット・注油 /モード終了」側へ押すことで、

変更した設定が登録され、初期画面へ移行します。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

ネット繰出し/リセット・
注油/モード終了レバー

KBSR07020209

《 参考 》
•  「センサチェックモード」への移行のしかたは、

9章「自動装置について」（92 ページ）を参照

してください。

•  「メーカーセッテイモード」への移行のしかた

は、10 章「メンテナンスモード」（109 ページ）

を参照してください。
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7.3  ネット交換のしかた

7.3.1  ネットの通しかた

（1）  左サイドカバーを開いてください。（118ページ）

（2）  ネットを取り出します。

（3）  ロックを上げ、ネット軸を矢印の方向へ引き出し

ます。

ネット軸

ロック

KBSR07030101

（4）  ネットの末端が前側になるように、ネット軸に、

ネットを差し込みます。

ネットの末端は、あらかじめ２mほど引き出して

おきます。

ネットの末端が前側

KBSR07030103

（5）  ネットを矢印の方向へ、ねじりながら差し込んで

ください。

ねじりながら

入れる

抜く

右に回しながら
KBSR07030102

（6）  ネットは束ねた状態で、①～③の順に通してくだ

さい。

約２０㎝出す

① ② ③

KBSR07030104
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（7）  ブレーキが弱いとネットが広がらず、強いと切れ

やすくなります。

（8） ブレーキ力は、ネットの後ろ側にあるブレーキバ

ネで調整します。

（9） ブレーキバネを下図のように

　　　切れやすいときは前（弱い）へ

　　　広がらないときは後ろ（強い）へ

　　　　　　　　　　　　　　かけかえてください。

（10） ネットロールを前に出すと簡単に調整できま

す。

（11） センサーアームの穴位置を換えることでも、ブ

レーキ力を調整することができます。

（12） それでもネットが広がらない場合は、付属のブ

レーキバネに交換してください。

《 参考 》
 ブレーキドラムが錆びていると、最初の数ロー

ルはブレーキ力が弱くなります。また、ブレー

キシューの減りが早くなります。

（13）  ネット軸を矢印の方向に押して、ネットを巻き

取りながらを収納してください。

KBSR07030105

（14） 左サイドカバーを閉じてください。（118ページ）
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8. 作業のしかた
8.1 ウインドロー拾い上げ作業のしかた

 ●作業に適した服装を着用してください。
はち巻き・首巻き・腰タオルは厳禁です。ヘルメット・滑り止めのついた靴を着用し、
作業に適した防護具等をつけて、だぶつきのない服装をしてください。
※ 守らないと、巻き込まれ、挟まれ等傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●すべてのカバーを装着してください。
※ 守らないと、巻き込まれ、挟まれ等傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●異常が発生したときは、直ちにエンジンを止め、メインスイッチキーを抜き、点検して
ください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●ワラくずを取り除くときは、必ずエンジンを停止し、メインスイッチキーを抜いてくだ
さい。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●二人以上の共同作業では、補助者の状況に十分注意をはらい、運転してください。
※ 守らないと、傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●後進するときは、後方の状況に十分注意をはらい、低速で後進してください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれ傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●拾い上げ作業をするときは、周囲の状況に十分注意をはらい、特に子供は近づけないで
ください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれ傷害事故を引き起こすおそれがあります。
 ●エンジンが動いているときは、回転部に手や身体を絶対に近づけないでください。
※ 守らないと、巻き込まれ、挟まれ等傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告
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8.1.1 作業手順と要点

駐車ブレーキを踏む。

エンジンを始動する。

エンジン回転計の針を
「作業ゾーン」に合わせる。

作業クラッチを「入」位置、
IQアクセルスイッチ「入」。

非常エンジン停止ボタンを
「運転」位置にする。

走行する。

走行停止する。

チャンバーを開ける。

チャンバーを閉める。

エンジンを「始動」する前に、周囲の
人にホーンで合図する。

エンジン回転数を2000rpm以上に
する。

「運転」位置でないとエンジンが始動
できない。

主変速レバーを「中立」（「●」）位置
に戻してから、駐車ブレーキペダル
を踏む。

必ず、IQ アクセルスイッチを「切」で、
作業クラッチレバーは、「切」位置、主
変速レバーは、「中立」（「●」）位置に
する。

副変速レバー「高速」位置での拾い
上げ作業は行わない。

チャンバー後方に、人や動物・障害物
がないことを確認する。

作業条件に合った高さにする。

注意点

自 動

ブザーが鳴る。
（ネット操出開始）

ロールベールが
排出される。

拾
い
上
げ
作
業

準
備

ピックアップの
高さ調整をする。

KBSR08010101
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8.1.2 回行のしかた

（1）  拾い終ると、パワーステアリングレバーでピック

アップ部を上げてください。

パワーステアリングレバ－

ピックアップ部上げ

KBSR08010501

（2）  パワーステアリングレバーを操作し、本機を45°

程度回行した状態でストップしてください。

45°回行

パワーステアリングレバー
KBSR08010502

（3）  主変速レバーを「後進」側に引き、パワーステア

リングレバーを操作して、位置合わせをしてくだ

さい。

後進

主変速レバ－

KBSR08010503

（4）  ピックアップ部を下げ、主変速レバーを「前進」

側に押し、前進してください。

パワーステアリングレバ－

ピックアップ部下げ

前進

KBSR08010504

《 重要 》
•  旋回は、できるだけ大きく旋回し、急旋回は

絶対しないでください。

•  急旋回が必要な場合は、必ず作業クラッチレ

バーを「切」位置にして旋回してください。
スタート

KBSR08010505
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8.1.3  作業速度の選びかた

 ●副変速レバー「高速」位置での拾い上げ作業は行わないでください。
※ 守らないと、故障の原因となります。

注意

 次の表を目安にして、作業速度を調節してください。

適用 作業速度
稲わら、麦わら 4～5㎞ /h

《 参考 》
•  ウインドロー拾い上げの作業速度は、わらの

種類や水分量、ウインドローの草量によって

ことなります。

•  ウインドローの草量が多い場合は、作業速度

を落としてください。

8.1.4  エンジン回転の合わせかた
 

アクセルレバーで、エンジン回転計の針が、「作業ゾー

ン」にくるように、調整してください。

F

E

エンジン回転計の針

作業ゾーン

KBSR09040302

《 重要 》
 エンジン回転が高すぎると、作業ロスが多くな

ります。

また、エンジン回転が低すぎると、エンストや

詰まりの原因となったり能率があがりません。
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8.2 ベールのつくりかた

 ●ベールを放出するときは、後方に人や動物・障害物がないことを確認してください。
※ 守らないと、重大な傷害を受けるおそれがあります。
 ●傾斜地で放出すると、ベールが転動して、危険です。
必ず平坦な場所で放出してください。
※ 守らないと、重大な傷害を受けるおそれがあります。

危険

（1）  ウインドローから拾い上げ作業を行うと「マン

リョウゲージ」に、ベールの圧縮数値が表示され

ます。

ベールの圧縮レベルは、10段階で表示されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

マンリョウゲージ
KBSR08020101

《 参考 》
 マンリョウゲージの 1段階目は、空白で表示さ

れます。

（2）  ブザーが鳴りますので、主変速レバーを「中立」

（「●」）位置にして本機を、停止させてください。

主変速レバー

作 業

KBSR08020102

（3）  繰り出すネットの長さが表示され、設定値の長さ

まで、ネットがチャンバーへ繰り出されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR08020103



8. 作業のしかた

84

（4）  ベールを結束するネットの巻き数が表示され、設

定値まで、ネットがチャンバーへ繰り出されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR08020104

（5）  「ネットセッダンチュウ」と表示され、チャンバー

下部のナイフで、ネットを切断します。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR08020105

（6）  「チャンバーヲヒライテクダサイ」と表示されます。

チャンバー開閉スイッチの「上げ」ボタンを押し

てチャンバーを開き、ベールを排出してください。

チャンバー開いている間は、ブザーが鳴ります。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR08020106

《 重要 》
チャンバーを開くときは必ず、人・障害物がチャ

ンバーの後ろにいないことを確認してください。

（7）  ベールが排出されたことを確認したら、チャンバ

ー開閉スイッチの「下げ」ボタンを押して、チャ

ンバーを完全に閉じてください。

パワーステアリングレバー

KBSR05030503

チャンバーが閉じ、コントロールボックスが初期

画面へ戻り、チャンバーのタイトチェン部へ注油

を行います。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR07020203

《 参考 》
•  セッテイモードやメンテナンスモードで、設

定値を変更することができます。

•  設定変更のしかたは、、3章「各部の名称とは

たらき」（47 ページ）を参照してください。

•  各作業時にエラーメッセージが表示された場

合は、3章「各部の名称とはたらき」（51 ページ）

を参照してください。
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9. 自動装置について
9.1 IQ アクセル装置

9.1.1 機能について

•  移動走行、拾い上げ作業、排出作業の各作業状態に

応じて、エンジン出力を効率よく使用できるように、

エンジン回転を制御します。

•  移動走行時は、主変速レバーの増減速操作に応じて、

エンジン回転を自動的に調整します。

•  作業時、エンジン回転を定格回転に保ちます。

•  停止時（非作業時）は、エンジン回転を約 2000rpm

に保ちます。

•  停止時（非作業時）に、駐車ブレーキペダルを踏込

むと、エンジン回転をアイドリングにします。

•  停止時（非作業時）に、IQアクセルスイッチを「切」

にすると、エンジン回転をアイドリングにします。

9.1.2 取り扱い時の注意事項

 ●点検・整備等で、ピックアップ部を
低い回転で運転する場合や、トラッ
クへの積み込み時は、IQアクセルス
イッチを押して「切」にして、アク
セルレバーで回転調整してください。
※ 守らないと、アクセルの制御が効
いてエンジン回転が上がり、傷害
事故を引き起こす原因となりま
す。

注意

《 参考 》
拾い上げ作業中に、エンジン回転が作業回転域

を下回る場合は、エンジンが過負荷となってい

ます。エンジン回転が作業回転域を保つように

主変速レバーを操作して使用してください。

9.1.3 操作のしかた

（1）  IQ アクセルスイッチを押して「入」（ランプ点灯）

にしてください。

IQアクセルスイッチ ランプ点灯

KBSR09060301

《 参考 》
エンジン回転が 2000rpmに保たれます。

（2） 移動走行時は、主変速レバーを操作してください。

主変速レバー

作 業

KBSR09060302

《 参考 》
レバーの操作量に応じてエンジン回転が調整さ

れます。
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9.2 車体水平および平行制御装置

9.2.1 機能について

•  車高調節スイッチで、セットした車高を保って水平

に制御します。

•  車体水平モードは、機体が傾斜した場合に、左右方

向の傾斜を自動的に修正し、機体を水平に保つので

出来上がったベールの形状が安定します。

9.2.2  操作のしかた

（1）  作業クラッチレバーを「入」位置にしてください。

作業クラッチレバー

作 業

KBSR09020302

（2）  車体制御スイッチを、ほ場条件に合わせて「入」

（ランプ点灯）にします。

セットは、次の表を参考にしてください。

ほ場条件
車体制御スイッチ
車体水平

傾斜地 ○

車体制御スイッチ
ランプ点灯

KBSR09010201

（3）  車高上下スイッチで、ほ場条件に合わせて車高の

調節してください。

車高上下スイッチ

KBSR09010202

《 参考 》
車高上下スイッチを操作すると、マルチアイに

車高の状態が表示されます。

車高 傾斜

KBSR09010203

（4）  車体傾斜スイッチ（パワーステアリングレバー上

面）を操作すると、車体水平制御スイッチの「入」

「切」に関わらず、任意の方向に機体を傾けるこ

とができます。

車体傾斜スイッチ

KBSR09010204



9. 自動装置について

87

（5）  車体水平制御スイッチが「入」の場合は、車体傾

斜スイッチを放すと水平に戻ります。

車体水平制御
スイッチ

KBSR09010205

（6）  車体水平制御中に、車体傾斜調整ダイヤルを「左」

傾・「右」傾方向に回すと、本機の傾きを微調整

でき、この姿勢を保った状態で、水平制御します。

車体傾斜
調整ダイヤル

KBSR09010206

《 参考 》
車体傾斜スイッチを操作すると、コンビネーショ

ンメータ内のマルチアイ画面に機体の傾きが表

示されます。

水平にする場合等に、ご利用ください。

車高 傾斜

KBSR09010203
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9.2.3 取り扱い時の注意事項

 ●移動走行時、傾斜地走行時、車両等による運搬および積み込み時は、車高調節スイッチ
を「下げ」位置に操作し、必ず車高を最も下がった位置にしてください。
※ 守らないと、自走ロールベーラが転倒するおそれがあります。

注意

（1）  作業クラッチレバーを「切」位置、または車体水

平スイッチを「切」にしたとき、機体を地面と平

行にしてください。

作業クラッチレバー

作 業

KBSR09010302

（2）  路上走行時等で、副変速が「高速」位置の状態で

走行速度が速くなると、自動的に車高が最も下

がった位置になります。

副変速レバー

KBSR09020104

（3）  機体が左右に大きく傾くと、ブザーが断続的にな

ります。

（4）  車高調節スイッチ、車体傾斜スイッチ操作時に、

マルチアイ画面に表示される車体の状態は、ス

イッチ操作後５秒間で元の表示に戻りますが、表

示切換スイッチを押すことにより、所定の画面に

固定することができます。

F

E

表示切換
スイッチ

KBSR09010301
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9.3  刈高さ制御装置

9.3.1 機能について

 定点停止スイッチは、ピックアップ部の高さをダイ

ヤルで設定した刈高さに制御します。

9.3.2 取り扱い時の注意事項

•  うねほ場での横作業等、機体ピッチング方向の動き

が激しいほ場では、使用できません。

•  ピックアップ部が下がり始めたら、すぐにパワース

テアリングレバーを「中立」位置に戻してください。

そのまま「下げ」方向に操作し続けると、手動優先

のためピックアップ部が下がりすぎて、地面に突っ

込む場合があります。

•  定点停止制御で拾い上げる前に、パワーステアリン

グレバーで高さを合わせた後に、ダイヤル操作した

場合、一時的に高さが変わらない場合があります。

このときは、一度ダイヤルを大きく回す等して、ダ

イヤル位置とピックアップ部の高さを一致させてか

ら、所定の高さになるようダイヤルを操作してくだ

さい。

9.3.3 操作のしかた

（1）  定点停止スイッチを押して「入」（ランプ点灯）

にしてください。

定点停止スイッチ

ランプ点灯

KBSR09020301

（2）  作業クラッチレバーを「入」位置にしてください。

作業クラッチレバー

作 業

KBSR09020302

（3）  パワーステアリングレバーで、ピックアップ部を

下げてください。

ピックアップ部は、刈高さ制御装置が作動して、

一定の高さで止まります。

パワーステアリングレバ－

ピックアップ部下げ

KBSR09020303
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（4）  刈高さ設定ダイヤルで、ピックアップを地面から

3～ 6㎝程度、定点停止スイッチ「入」の場合、

15～ 40㎝程度の高さにセットすることができ

ます。

［1］ 左に回す…低くなる

［2］ 右に回す…高くなる

刈高さ設定
ダイヤル

KBSR09020304
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9.4 バックリフト（自動上昇装置）

9.4.1 機能について

ピックアップ部が下がったままで、後進すると、ピッ

クアップ部を自動的に一定量上昇させます。

9.4.2 操作のしかた

 ●作業時以外はバックリフトスイッチ
を押して「切」にしてください。
※ 守らないと、路上や納屋の中での
点検・整備中にピックアップ部が
自動上昇して、傷害事故を引き起
こすおそれがあります。

注意

（1）  バックリフトスイッチを押して、「入」（ランプ点

灯）にしてください。

バックリフトスイッチ

ランプ点灯

KBSR09030201

《 重要 》
• ピックアップ部の上下は手動優先です。
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9.5  センサチェックモード（コンビネーションメータ）

9.5.1 機能について

自動制御装置に関係するセンサやスイッチの作動を、

ブザーの音で容易にチェックすることができます。

エンジンの運転中は、センサチェックモード画面の表

示は出ません。

エンジン停止のしかた（59 ページ）

9.5.2 センサチェックのしかた

《 参考 》
メインスイッチが「入」位置の状態で、センサ

チェックモードの確認・調整をすることができ

ます。

（1）  メインスイッチを「入」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

《 参考 》
エンジン運転中は、「センサチェックモード」画

面は表示されません。

（2）  マルチアイが通常画面の状態で、表示切換スイッ

チを押すと、「チェックモード」画面が表示され

ます。

0
F

E

00

表示切換スイッチ
TKSR10010102

《 参考 》
「チェックモード」画面で、表示切換スイッチを

押していくと、順次表示が切り換り、通常画面

に戻ります。

（3）  画面が「チェックモード」の状態で、表示切換ス

イッチを押すと、各センサやスイッチ・レバーを

をチェックすることができます。

正常な場合は、センサを作動させた時や、スイッ

チ・レバーを切り換えた時に、ブザーが鳴ります。

チェックモード

表示切換スイッチ
TKSR09050201

《 重要 》
ブザーが鳴らない場合は、該当する部品のカプ

ラの接続確認と、関係する部品のヒューズ切れ

をご確認の上、「お買い上げ先」にご相談くださ

い。
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9.5.3 センサのチェック項目

 ◆ 刈高さ制御装置・バックリフト装置
部品 こうすればブザーが鳴ります

定点停止スイッチ スイッチを「入」・「切」します。
バックリフトスイッチ スイッチを「入」・「切」します。
高さ設定ダイヤル ダイヤルを「低」・「高」の各方向に回します。
パワーステアリングレバー レバーを「前」・「後」します。
作業クラッチレバー レバーを「入」・「切」します。
HSTポジションセンサ 主変速レバーを「前進」⇔「後進」します。

 ◆ アクセル制御装置（ＩＱアクセル）
部品 こうすればブザーが鳴ります

ＩＱアクセルスイッチ スイッチを「入」・「切」します。
ＩＱ調整ダイヤル ダイヤルを「低」・「高」の各方向に回します。
HSTポジションセンサ 主変速レバーを「前進」⇔「後進」します。
アクセルポジションセンサ アクセルレバーを「速」⇔「遅」します。
作業クラッチレバー レバーを「入」・「切」します。
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9.6  センサチェックモード（コントロールボックス）

9.6.1 機能について

チャンバー部のセンサの作動を、ブザーの音で容易に

チェックすることができます。

9.6.2 センサチェックのしかた

（1）  通常表示時に、設定モード / センサチェックレ

バーを「センサーチェック /前へ」側に長押しし

てください。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR09070201

（2） 「センサーチェックモード」と表示されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR09070202

（3）  設定モード /センサチェックレバーを、「設定モー

ド /次へ」側に長押しすると、各設定項目へ移行

することができます。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR09070203

《 参考 》
 センサチェックモード中、「ON」表示すると、

ブザーが鳴ります。

（4）   ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー

を「リセット・注油 /モード終了」側へ押すと、「セ

ンサチェックモードシュウリョウ」と表示され、

初期画面へ戻ります。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR09070204
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9.6.3 センサのチェック項目

ディスプレイ表示 こうすればブザーが鳴ります

 ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

各センサを反応させると表示が「ＯＮ」になり、ブザーが鳴ります。

 ｼ ﾞ  ﾄ ﾞ  ｳ ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

 ﾁ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ﾍ ｲ S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

 ｶ ﾑ 1 S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

 ｶ ﾑ 2 S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

 ｶ ｳ ﾝ ﾄ S W

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 O N

 ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｶ ﾝ ﾁ S W

                                  1 . 5 5 V
0.00～ 5.00Vの範囲で、数値が変動します。
現在のカンチキョリの値以上になったときにブザーが鳴ります。
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10. メンテナンスモード
10.1  メンテナンスモードについて

10.1.1  メンテナンスモードの内容

•  メンテナンスモードには、エンジンの始動をキー入

力で管理できる「エンジン始動設定」や、画面表示

が見えづらい場合に、液晶画面のコントラスト調整

のできる「液晶コントラスト調整」や、日常点検や、

格納点検の情報を確認することのできる「メンテナ

ンス情報」があります。

•  各モードの操作は、 メインスイッチが「入」位置の

ときに、各モードの確認・調整をすることができま

す。

10.1.2 各モードについて

（1）  エンジン始動設定（98ページ）

メインスイッチ操作だけでは、エンジンの始動が

できないように設定することができます。

TKSR10010105

（2）  液晶コントラスト調整（102 ページ）

真夏・真冬時、画面表示が見づらい場合に、マル

チアイの液晶コントラストの調整することができ

ます。

TKSR10010106

（3）  メンテナンス情報（104ページ）

日常点検・格納点検・メンテナンス情報を、確認

することができます。

TKSR10010107
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10.1.3   メンテナンスモードの切り換えかた

《 参考 》
メインスイッチが「入」位置で、メンテナンスモー

ドの確認・調整をすることができます。

（1）  メインスイッチを「入」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

《 参考 》
エンジン始動中は、「メンテナンスモード」画面

は表示されません。

（2）  マルチアイが通常画面の状態で、表示切換スイッ

チを押すと、「メンテナンスモード」画面が表示

されます。

0
F

E

00

表示切換スイッチ
TKSR10010102

《 参考 》
「メンテナンスモード」画面で、表示切換スイッ

チを押していくと、順次表示が切り換り、通常

画面に戻ります。

（3）  「メンテナンスモード」画面で、ホーン・停止スイッ

チを押してください。

ホーン・停止スイッチを押すと、「エンジン始動

設定」画面に切り換わります。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10010103

（4）  「メンテナンスモード」画面で、表示切換スイッチ

を押すたびに、メンテナンスモード内の画面表示

が切り換ります。

表示切換スイッチ
TKSR10010104

《 参考 》
次の操作を行うことで、メンテナンスモードを

終了することができます。

［1］  「モードを終了しますか？」の画面で、ホー

ン・停止スイッチを押す。

［2］ メインスイッチを「切」位置にする。

［3］  メンテナンスモード画面で、表示切換スイッ

チを押していく。
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10.2 エンジン始動設定と始動のしかた

 ●エンジン始動設定をした場合でも、自走ロールベーラから離れるときは、メインスイッ
チキーを抜いて保管してください。
※ 守らないと、簡易的なエンジン始動牽制機能のため、盗難等の原因になります。

注意

10.2.1  エンジン始動設定のしかた

《 参考 》
メインスイッチ操作だけでは、エンジンの始動

ができないように、設定することができます。

（1）  「エンジン始動設定」画面を表示させます。

（97 ページ）

（2）  「エンジン始動設定」画面で、ホーン・停止スイッ

チを押しください。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10020102

（3）  エンジン始動設定の案内画面が表示されます。

案内画面でホーン・停止スイッチを押すと、エン

ジン始動設定キーの入力画面が、表示されます。

モニタ部の を
操作しエンジン始動設定
を入力してください。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10020103

エンジン始動設定キーは、4つのスイッチの組

み合わせにより、任意に選択することできます。

エンジン始動設定キーの入力は、

［1］ ウインカスイッチ左……

［2］ ウインカスイッチ右……

［3］ 作業灯スイッチ…………

［4］ 前照灯スイッチ…………

 の 4つのスイッチを使用します。

スイッチを押すと、押されたスイッチの画像が表

示されます。

入力画面
ホーン⇒実行

作業灯スイッチ 前照灯スイッチ

ウインカスイッチ右ウインカスイッチ左

TKSR10020104

《 重要 》
•  設定したスイッチの順番を忘れると、次回から

エンジンの始動が、できなくなります。

•  エンジン始動設定キーを忘れた場合は、「お買

い上げ先」に、御相談ください。

《 参考 》
 エンジン始動設定キーのスイッチ入力数は、

1～ 4までです。
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（4）  スイッチ入力後、入力画面でホーン・停止スイッ

チを押すと、設定確認画面が表示されます。

入力画面
ホーン⇒実行

ホーン・停止スイッチ

入力画面
ホーン⇒実行

TKSR10020105

登録する場合は、設定確認画面で、ホーン・停

止スイッチを押すと設定が記憶され、「設定完了

です」画面が表示され、通常画面へ戻ります。

登録を中止する場合は、設定確認画面で、表示切

換スイッチを押すと登録は中止され、「エンジン

始動設定」画面へ戻ります。

設定実行しますか？
は い ホーンスイッチ
いいえ 切  換  スイッチ

表示切換スイッチ
ホーン・停止スイッチ

TKSR10020106

（5）  メインスイッチを「切」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101
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10.2.2 エンジン始動設定時のエンジン始動のしかた

 ●  始動する前に、周囲の人にホーンで合図してください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こす原因になります。
 ●  保護カバー類が取り付けてあるか確認してください。外れている場合は、必ず取り付け
てください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こす原因になります。
 ●主変速レバーを「中立」位置、各クラッチレバーを「切」位置にして始動してください。
※ 守らないと、機械に巻き込まれる等、傷害事故を引き起こす原因になります。
 ●  屋内で始動する場合は、窓や戸を開け、十分に換気をしてください。
閉め切った屋内等ではエンジンを始動しないでください。
※ 守らないと、排気ガスによる中毒を起こし、重大な傷害を受けるおそれがあります。

警告

（1）  メインスイッチを「入」位置にしてください。

メインスイッチ

KBSR10010101

（2）  マルチアイに「エンジン始動設定キーを入力して

ください！」と画面に表示され、ホーン・停止ス

イッチを押すと、エンジン始動設定キーの入力画

面が表示されます。

エンジン始動設定キー
を入力してください！

ホーン・停止スイッチ
TKSR10020204

（3）  エンジン始動設定キーを、登録した順番通りに入力

し、ホーン・停止スイッチを押すと、エンジン始動

牽制が解除され、エンジン始動が可能になります。

入力画面
ホーン⇒実行

ホーン・停止スイッチ
TKSR10020205

《 重要 》
•  エンジン始動設定キーの入力を間違えると、

「設定キーが違います」と表示され、メインス

イッチを「切」位置にするまでブザーが鳴り

ます。

•  エンジン始動設定キーは、エンジン始動牽制を

解除するたびにリセットされるので、次もエン

ジン始動設定キーを設定する場合は、エンジ

ン始動設定キーの登録を再度行ってください。

•  エンジン始動設定キーを設定しない場合は、

通常のエンジン始動方法と同じになりま

す。



10. メンテナンスモード

101

（4）  画面が順番に表示されます。

各センサー関係の点検確認をおこないます。

異常個所があれば、マルチアイに表示します。

KBSR10020206

（5）  マルチアイに「エンジン始動可能です」と表示さ

れたら、予熱完了です。

周囲に人がいないことを確認して、ホーンを鳴ら

してください。

エンジン
始動可能です

ホーン・停止スイッチ
TKSR10020209

（6）  駐車ブレーキを強く踏み込んで、メインスイッチ

を「始動」位置にし、エンジン始動後は、アクセ

ルレバーをゆっくり戻し、約５～10分間暖機運

転をしてください。（56 ページ）
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10.3  液晶コントラスト調整のしかた

《 参考 》
真夏・真冬時、画面表示が見づらい場合に、マ

ルチアイのコントラストの調整をすることがで

きます。

（1）   「メンテナンスモード」画面を表示させます。

（97 ページ）

（2）  「メンテナンスモード」画面で、ホーン・停止スイッ

チを2回押すと、「液晶コントラスト調整」画面

になります。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10010103

（3）  「液晶コントラスト調整」画面で、ホーン・停止

スイッチを押すと、コントラスト調整の案内画面

が表示されます。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10030001

（4）  コントラスト調整の案内画面で、ホーン・停止ス

イッチを押すと、「液晶コントラスト調整画面」

が表示されます。

コントラストの調整は
ウインカの 薄 濃

ホーン・停止スイッチ
TKSR10030002

コントラスト調整の入力は、

［1］ ウインカスイッチ左……薄

［2］ ウインカスイッチ右……濃

 の 2つのスイッチを使用します。

ウインカスイッチ左を押すと、コントラストが薄

なります。

ウインカスイッチ右を押すと、コントラストが濃

くなります。

スイッチを押すたびに、調整画面のレベルが移動

し、コントラストが変化していきます。

調整画面レベル ウインカスイッチ右ウインカスイッチ左

TKSR10030003

《 参考 》
コントラストの調整には、時間が掛かる場合が

ありますので、画面の状態を確認しながらレベ

ルの調整を行ってください。
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（5）  コントラスト調整後、「液晶コントラスト調整画

面」で、表示切換スイッチを押すと、設定確認画

面が表示されます。

表示切換スイッチ
TKSR10030004

登録する場合は、設定確認画面で、ホーン・停止

スイッチを押すと、設定が記憶され、通常画面へ

戻ります。

登録を中止する場合は、表示切換スイッチを押す

と、設定は中止され、「液晶コントラスト調整画面」

へ換わります。

または、メインスイッチを「切」位置にすると、

メンテナンスモードを終了します。

表示切換スイッチ
ホーン・停止スイッチ

TKSR10030005
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10.4  メンテナンス情報表示のしかた

《 参考 》
日常点検・格納点検・メンテナンス時間の確認

することができます。

（1）   「メンテナンスモード」画面を表示させます。

（97 ページ）

（2）  「メンテナンスモード」画面で、ホーン・停止スイッ

チを3回押すと、「メンテナンス情報」画面にな

ります。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10010103

（3）  「メンテナンス情報」画面で、ホーン・停止スイッ

チを押してください。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10040001

（4）  画面表示が切り換り、表示切換スイッチを押すた

びに、各案内画面に切り換ります。

KBSR10040002

（5）  各案内画面で、ホーン・停止スイッチを押すと、

各メンテナンスの案内画面が表示されます。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10040003

画面表示の切り換えは、

［1］ ウインカスイッチ左……戻る

［2］ ウインカスイッチ右……進む

［3］ 表示切換スイッチ………進む

 の 3つのスイッチを使用します。

スイッチを押すたびに、「日常点検」、「格納点検」、

「メンテナンス案内」の画面に切り換ります。

ウインカスイッチ右ウインカスイッチ左

表示切換スイッチ
TKSR10040004
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（6）  「日常点検」画面は、日常点検の簡易案内を確認

することができます。

日常点検（140 ページ）

TKSR10040005

（7）  「格納点検」画面は、格納点検の簡易案内を確認

することができます。

日常の格納点検（194 ページ）

長期の格納点検（196 ページ）

TKSR10040006

（8）  「メンテナンス案内」画面で、案内済み時間の確

認と、次回の定期点検時間の確認ができます。

TKSR10040007

（9）  「メンテナンス案内」画面で、表示切換スイッチ

を押すと、「モードを終了しますか？」画面が表

示されます。

表示切換スイッチ
TKSR10040008

モードを終了したい場合は、「モードを終了しま

すか？」画面で、ホーン・停止スイッチを押すと、

通常画面へ戻ります。

モードを終了しない場合は、「モードを終了しま

すか？」画面で、表示切換スイッチを押すと「メ

ンテナンス情報」画面へ戻ります。

表示切換スイッチ
ホーン・停止スイッチ

TKSR10030005
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（10）  各案内画面の最後に、「メンテナンス案内の終

了」画面が表示されます。

モードを終了する場合は、「メンテナンス案内

の終了」画面で、ホーン・停止スイッチを押すと、

通常画面へ戻ります。

モードを終了しない場合は、「メンテナンス案

内の終了」画面で、表示切換スイッチを押すと

「メンテナンス情報」画面へ戻ります。

メンテナンス案内の終了

表示切換スイッチ
ホーン・停止スイッチ

TKSR10040009
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10.5 メンテナンス案内について

《 参考 》
各部の定期点検の時間が近くなると、メインス

イッチ「入」位置のときに、マルチアイに「メ

ンテナンス案内」画面が表示されます。

（1）  「メンテナンス案内」画面は、定期点検時間の5

時間前にメインスイッチを「入」位置にした時に、

マルチアイに表示されます。

TKSR10040007

《 参考 》
作業中に、アワメータが点検時間の 5時間前に

達した場合は、エンジン停止後、次のメインス

イッチ「入」位置のときに、マルチアイに「メ

ンテナンス案内」画面が表示されます。

（2）  「メンテナンス案内」画面で、ホーン・停止スイッ

チを押すと、各メンテナンスの案内情報が表示さ

れます。

ホーン・停止スイッチ
TKSR10050001

画面表示の切り換えは、

［1］ ウインカスイッチ右……進む

 のスイッチを使用します。

メンテナンス時間の
ご案内があります。
画面はウインカ で切換ります

ウインカスイッチ右

TKSR10050002
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（3）  メンテナンス案内の確認を終了するには、各メン

テナンスの案内情報が表示された状態で、ホーン・

停止スイッチを押すと、「次回定期点検時間毎に

表示」が出なくなります。

メンテナンス時間の
ご案内があります。
画面はウインカ で切換ります

ホーン・停止スイッチ
TKSR10050003

表示切換スイッチを押すと、次のメインスイッ

チ「入」位置のときに、再度「メンテナンス案内」

の確認することができます。

メンテナンス時間の
ご案内があります。
画面はウインカ で切換ります

表示切換スイッチ
TKSR10050004

定期点検の詳細については

13章「点検整備」（140 ページ）を参照してく

ださい。



10. メンテナンスモード

109

10.6  メーカーセッテイモードについて

10.6.1  メーカーセッテイモードの内容

 出荷時の設定から、一部の設定項目のみを、変更する

ことができます。

《 重要 》
•  設定を変更すると、本機が不調になるおそれ

のある項目があります。

•  設定を変更したい場合は、「お買い上げ先」に

ご連絡してください。

10.6.2 メーカーセッテイモードへの切り換えかた

（1）  設定モード /センサチェックレバーを「設定モー

ド /次へ」側に押しながら、メインスイッチを「入」

位置にしてください。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ
（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

メインスイッチ

KBSR09070203

（2）  ディスプレイに「メーカーセッテイモード」と表

示されます。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR10060201

10.6.3 画面表示の切り換えかた

（1）  設定モード /センサチェックレバーを「設定モー

ド /次へ」側に長押しすると、表示が切り換りま

す。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR10060301

（2）  ネット繰出し/リセット・注油/モード終了レバー

を「リセット・注油 /モード終了」側へ押すと、

「セッテイカンリョウ セッテイモードシュウリョ

ウ」と表示され、初期画面へ戻ります。

ネット繰出し

リセット・注油
/モード終了

センサチェック /前へ

水ぬれ厳禁
（屋内保管厳守）

（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

KBSR10060202
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10.6.4  設定値の変更のしかた

（1）  設定モード /センサチェックレバーを上下に押す

ことで、設定値を変更することができます。

センサチェック /前へ
（長押し）

設定モード /次へ

自動

ネット繰出し運転

手動

（長押し）

設定モード/センサチェックレバー

KBSR07020208

 ◆ 各設定項目について

ディスプレイ画面 設定内容 変更※1
可能・不可能

設定範囲
(初期値 )

 ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ ﾘ ｮ ｳ :    0 . 5 ｿ ｳ

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 0 . 5 ｿ ｳ　 1 . 7 m
ネットをチャンバーへ繰り出すとき
の長さを、調整することができます。 × 0.0 ～ 9.9 ソウ

（0.5 ソウ）

ベールが100%になる前に、残り
何㎜でブザーで警告するかを、調整
することができます。

○ 0～60㎜ ※ 2
（20㎜）

 ｻ ｲ ﾃ ｲ ﾃ ﾞ  ﾝ ｱ ﾂ :  1 . 0 0 V

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 1 . 0 0 V

タイトチェンの張りを感知する位置
（最低値）を、調整することができ
ます。

× 0.00～ 2.00V
（1.00V）

 ｻ ｲ ﾀ ﾞ  ｲ ﾃ ﾞ  ﾝ ｱ ﾂ : 4 . 3 0 V

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 4 . 3 0 V

タイトチェンの張りを感知する位置
（最大値）を、調整することができ
ます。

× 3.00～ 5.00V
（4.30V）

※1… ○…本機の使用条件により、変更することができます。

X… 設定を変更すると、本機が不調になるおそれがあります。

設定を変更したい場合は、「お買い上げ先」にご連絡ください。

※2… 最大値は60㎜です。

「セッテイモード」で「カンチキョリ」を変更した場合は、変更した数値が最大値となります。
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ディスプレイ画面 設定内容 変更※1
可能・不可能

設定範囲
(初期値 )

 P T ｿ ｸ ﾃ ｲ ｶ ﾝ ｶ ｸ 1 : 　0 . 1 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 0 . 1 s

タイトチェンの張りを感知するセン
サーが、張りの変化をチェックする
タイミングを調整することができま
す。

× 0.0 ～ 9.9s
（0.1s）

 ｶ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ﾌ ﾞ  ｻ ﾞ  ｰ : 　1 . 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 1 . 0 s
ネットを巻き終えたときの、ブザー
吹鳴秒数を調整することができます。 ○ 0.0 ～ 9.9s

（1.0s）

 ﾈ ｯ ﾄ ｹ ｯ ｿ ｸ ﾖ ﾌﾞﾝ : 0 . 8 0 m

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 0 . 8 0 m

ネットを結束して切断する間に、余
分にチャンバーへ送られるネット量
を、調整することができます。

× 0.00～ 9.99m
（0.80m）

 ﾁ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ  ｰ ｶ ｸ ﾆ ﾝ : 　2 . 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 2 . 0 s

チャンバーが開いているかを、
チェックするタイミングを調整する
ことができます。

× 0.0 ～ 9.9s
（2.0s）

 ｶ ｳ ﾝ ﾄ ｴ ﾗ ｰ ｼ ﾞ  ｶ ﾝ : 5 . 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 5 . 0 s

センサーが、何秒で繰り出し・結束
エラーとして感知するかを、設定す
ることができます。

× 0.0 ～ 9.9s
（5.0s）

 ｶ ﾑ ｴ ﾗ ｰ ｼ ﾞ  ｶ ﾝ : 　 　 1 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 1 0 s

センサーが、何秒でカムエラーとし
て感知するかを、設定することがで
きます。

× 0.0 ～ 99s
（10s）

 ﾁ ｬ ﾝ ﾊ ﾞ ｰ ｹ ｲ ﾎ ｳ : 　　　O N

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : O N

チャンバーが開いているとき、ブ
ザーが鳴ならないように、設定する
ことができます。

○ ON・OFF
（ON）

※1… ○…本機の使用条件により変更することができます。

X… 設定を変更すると、本機が不調になるおそれがあります。

設定を変更したい場合は、「お買い上げ先」にご連絡ください。
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ディスプレイ画面 設定内容 変更※1
可能・不可能

設定範囲
(初期値 )

 ﾏ ﾝ ﾘ ｮ ｳ ｶ ﾝ ﾁ ﾎ ｰ ﾝ : 　　O N

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : O N

ロールベールの作業が終了したとき
に、ホーンが鳴らない設定にするこ
とができます。

○ ON・OFF
（ON）

 ﾈ ｯ ﾄ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ  ｼ ｵ ｸ ﾚ : 2 . 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 2 . 0 s

ネットをチャンバーに繰り出すと
き、繰出し遅れのタイミングを調整
することができます。

○ 0.0 ～ 9.9s
（2.0s）

 ﾈ ｯ ﾄ ｶ ｳ ﾝ ﾄ : 　 　0 . 3 1 4 m

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 0 . 3 1 4 m

ネットを繰り出すとき、ローラー１
回転のネット搬送量を、変更するこ
とができます。

× 0.000～9.999m
（0.314m）

 ﾛ ｰ ﾙ ｹ ｲ : 　 　 　 1 . 0 0 0 m

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 1 . 0 0 0 m
ロール直径の初期値を、変更するこ
とができます。 × 0.00～ 9.99m

（1.000m）

 ﾊ ﾞ  ｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ﾓ ｰ ﾄ ﾞ : O F F

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : O F F

センサーが故障した時に、バック
アップモードに移行できるように、
設定することができます。

○ ON・OFF※ 3
（OFF）

 ﾊ ﾞ  ｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ｸ ﾘ ﾀ ﾞ ｼ : 5 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 5 s

センサーが故障した時に、ネットを
繰り出すタイミングを、タイマー設
定することができます。

○ 0～9s
（5s）

 ﾊ ﾞ  ｯ ｸ ｱ ｯ ﾌ ﾟ ｹ ｯ ｿ ｸ : 1 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 1 0 s

センサーが故障した時に、ネットを
結束するタイミングを、タイマー設
定することができます。

○ 0～99s
（10s）

※1… ○…本機の使用条件により変更することができます。

X… 設定を変更すると、本機が不調になるおそれがあります。

設定を変更したい場合は、「お買い上げ先」にご連絡ください。

※3…「バックアップモード」を「ON」にした場合のみ、ネット繰出しとネット結束のタイマー設定が適用されます。



10. メンテナンスモード

113

ディスプレイ画面 設定内容 変更※1
可能・不可能

設定範囲
(初期値 )

 ｼ ﾞ  ﾄ ﾞ  ｳ ﾁ ｭ ｳ ﾕ : 　 　4 . 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 4 . 0 s

自動でタイトチェンに注油を行うと
きの、オイル噴射時間を、変更する
ことができます。

× 0～99.9s
（4.0s）

P T ｿ ｸ ﾃ ｲ ｶ ﾝ ｶ ｸ 2  : 　1 . 0 s

 ｼ ｮ ｷ ﾁ : 1 .　0 s

各センサーをチェックして、ディス
プレイに表示させるまでのタイミン
グを、調整することができます。

× 0.0 ～ 9.9s
（1.0s）

※1… ○…本機の使用条件により変更することができます。

X… 設定を変更すると、本機が不調になるおそれがあります。

設定を変更したい場合は、「お買い上げ先」にご連絡ください。


